
      
 

「
時
空
間
セ
ッ
ク
ス
」 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菊

池

涼

太

 

  



登

場

人

物

 

 

岩

本

豊

介

(

２

７

)
 

宅

配

ド

ラ

イ

バ

ー

 

富

永

元

子

(

３

４

)
 

高

校

の

音

楽

教

師

 

 

岩

本

昭

恵

(

５

６
)
 

岩

本

の

母

 

 

富

永

茂

雄

（

６

０

）

 
元

子

の

父

、

物

理

教

師

 

富

永

文

代

（

６

０

）

 

元

子

の

母
 

 

鈴

木

ち

か

（

２

７

）

 

岩

本

の

同

級

生

 

 

生

徒

１

～

４

 

元

子

の

大

学

の

友

人

１

 

ラ

ー

メ

ン

屋

の

ご

夫

婦

 

     



あ

ら

す

じ

 

 

地

元

の

横

浜

で

配

達

作

業

中

の

ド

ラ

イ

バ

ー

岩

本

豊

介

(

２

７

)

は

、

通

っ

て

い

た

高

校

へ

の

配

達

物

を

持

っ

て

、
正

門

へ

向

か

っ

て

い

た

。
そ

の

高

校

に

は

、

現

在

付

き

合

っ

て

い

る

富

永

元

子

(

３

４

)

が

音

楽

教

師

と

し

て

勤

務

し

て

い

る

。

二

人

が

出

会

っ

た

の

も

ま

た

そ

の

高

校

で

、

生

徒

と

教

師

の

時

だ

っ

た

。

音

楽

室

か

ら

聞

こ

え

て

き

た

ピ

ア

ノ

の

音

に

、

当

時

を

思

い

出

す

豊

介

。

 

 

回

想

の

中

で

、

音

楽

の

補

習

を

受

け

よ

う

と

す

る

豊

介

と

、

す

っ

か

り

忘

れ

て

い

た

元

子

。

何

も

起

き

て

は

い

な

い

が

、

色

々

な

勘

違

い

か

ら

、

ド

キ

ド

キ

す

る

豊

介

。
二

年

後

の

同

窓

会

で

再

会

し

た

二

人

は

、

ひ

ょ

ん

な

こ

と

か

ら

付

き

合

い

始

め

る

。

ベ

ッ

ド

の

上

で

、

あ

の

音

楽

室

で

の

真

相

、

お

互

い

の

感

情

を

知

る

二

人

。

元

子

の

友

達

の

パ

ー

テ

ィ

ー

に

参

加

し

た

り

、

少

し

喧

嘩

し

た

り

、

様

々

な

出

来

事

を

思

い

出

し

た

豊

介

は

、

プ

ロ

ポ

ー

ズ

を

決

意

す

る

。

 

 

正

門

へ

と

辿

り

着

い

た

豊

介

、

廊

下

を

歩

く

元

子

を

見

つ

け

『

元

子

！

』

と

呼

び

か

け

る

。

元

子

も

過



去

を

色

々

と

振

り

返

り

、

豊

介

の

気

持

ち

に

応

え

、

キ

ス

を

す

る

。

そ

し

て

、

学

校

で

キ

ス

を

し

た

元

子

は

…
…

謹

慎

を

く

ら

う

。

 

 
函

館

の

実

家

に

帰

省

し

た

元

子

は

、

物

理

教

師

の

父

親

、

富

永

茂

雄

(

６

０

)

か

ら

相

対

性

理

論

の

授

業

を

受

け

る

。

小

さ

い

頃

か

ら

そ

う

い

う

家

庭

で

育

っ

て

き

た

元

子

は

、

母

親

の

富

永

文

代

(

６

０

)

か

ら

も

催

促

さ

れ

、

し

ぶ

し

ぶ

受

け

入

れ

る

。

し

か

し

、

喧

嘩

を

し

て

出

て

い

く

元

子

。

す

る

と

豊

介

か

ら

電

話

が

掛

か

っ

て

く

る

。

豊

介

は

母

親

の

岩

本

昭

恵

(

５

６

)

に

叱

咤

さ

れ

、
あ

の

日

以

降

、
広

が

っ

て

い

た

距

離

を

埋

め

よ

う

と

電

話

し

て

き

た

の

だ

。

横

浜

と

函

館

に

あ

る

、
そ

れ

ぞ

れ

の

赤

レ

ン

ガ

倉

庫

の

話

か

ら

、

横

浜

の

大

き

な

観

覧

車

、

函

館

に

あ

る

日

本

最

古

の

観

覧

車

へ

と

話

は

移

る

。

そ

し

て

、

二

人

は

…
…

時

空

を

超

え

て

セ

ッ

ク

ス

。

決

し

て

夢

じ

ゃ

な

い

、

確

か

な

感

触

が

あ

る

セ

ッ

ク

ス

。

そ

れ

が

再

び

、

二

人

を

引

き

寄

せ

る

の

で

あ

っ

た

。

 

  



1 

 

○

道

路

(

夕

)
 

 
 

 

配

達

業

者

の

ワ

ン

ボ

ッ

ク

ス

カ

ー

が

停

ま

っ

て

い

る

。

後

ろ

の

ド

ア

を

開

き

、

座

っ

て

い

る

岩

本

豊

介

(

２

７

)

、

高

校

の

校

庭

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

豊

介

「

母

校

に

配

達

す

る

日

が

来

る

と

は

」

 

 
 

 

豊

介

、

温

か

い

お

茶

を

飲

み

、

 

豊

介

「

ま

だ

居

る

か

な

、

元

子

の

や

つ

」

 

 
 

 

豊

介

、

小

さ

な

荷

物

を

取

り

ド

ア

を

閉

め

、

正

門

へ

と

小

走

り

で

向

か

う

。

途

中

、

ピ

ア

ノ

の

音

が

聞

こ

え

て

き

て

、

立

ち

止

ま

る

。

 

 

○

(

回

想

)

高

校

・

廊

下

 

 
 

 

日

が

差

し

込

む

廊

下

。

 

豊

介

Ｎ

「

元

子

と

は

、

高

校

生

の

頃

に

出

会

っ

た

」

 

 
 

 

岩

本

豊

介

(

当

時

１

８

歳

)

、

歩

い

て

い

る

。

 

豊

介

「

あ

ー

音

楽

の

授

業

で

補

習

な

ん

て

聞

い

た

こ

と

ね

ぇ

よ

」

 

 
 

 

豊

介

、

階

段

を

上

り

、

一

番

奥

の

音

楽

室

に

辿

り

着

き

、

中

に

入

る

。

 



2 

 

 

○

(

回

想

)

同

・

音

楽

室

 

 
 

 

入

っ

て

く

る

豊

介

。

 

豊

介

「

失

礼

し

ま

ー

す

」

 

 
 

 
誰

も

居

な

い

。

 

豊

介

「

あ

れ

、

っ

て

か

寝

み

ー

」

 

 
 

 

豊

介

、

黒

板

に

何

か

が

書

い

て

あ

る

事

に

気

付

く

。

 

豊

介
「

世

界

、
三

大

、
き

ょ

…
…

こ

う

、
交

響

曲

？

」 

 
 

 

黒

板

に

は

世

界

三

大

交

響

曲

、『

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

、
運

命

』『

ド

ヴ

ォ

ル

ザ

ー

ク

、
新

世

界

よ

り

』『

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

、
未

完

成

』
と

書

か

れ

て

い

る

。

 

豊

介

「

え

、

こ

っ

ち

系

の

補

習

？

座

学

か

よ

、

余

計

眠

い

じ

ゃ

ん

」

 

 
 

 

豊

介

、

背

伸

び

を

し

な

が

ら

ウ

ロ

ウ

ロ

し

て

い

る

と

、

急

に

ド

ア

が

開

く

。

 

豊

介

「

う

わ

っ

」

 

 
 

 

と

、

ビ

ッ

ク

リ

し

て

椅

子

に

座

る

豊

介

。

 

 
 

 

ド

ア

の

前

に

立

っ

て

い

る

富

永

元

子

(

当

時



3 

 

２

５

歳

)

。

 

豊

介

Ｎ

「

同

級

生

じ

ゃ

な

く

、

先

生

と

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

 
 

 

元

子

、
ゆ

っ

く

り

と

豊

介

に

近

づ

い

て

い

く

。 

豊

介

Ｍ

「

え

、

え

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

の

足

音

が

、

静

か

な

音

楽

室

に

反

し

て

大

き

く

聞

こ

え

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

な

…
…

な

ん

だ

こ

の

感

じ

、

な

ん

で

無

言

な

ん

だ

先

生

。

い

つ

も

よ

り
…
…

色

っ

ぽ

い

ぞ

チ

ク

シ

ョ

ー

！

」

 

 
 

 

豊

介

、

自

分

の

心

臓

の

音

と

、

元

子

の

足

音

が

リ

ン

ク

す

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

く

っ

、

俺

の

工

藤

静

香

に

…
…

い

や

、

鼓

動

静

か

に

し

て

く

れ

」

 

 
 

 

豊

介

、

思

わ

ず

目

を

逸

ら

し

て

閉

じ

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

ダ

メ

だ

、

目

と

目

で

通

じ

合

え

な

い

、

落

ち

つ

け

俺

、

落

ち

つ

け

豊

介

」

 

 
 

 

豊

介

、

呼

吸

を

整

え

、

目

を

開

け

る

。

目

線

の

先

に

は

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

絵

が

飾

っ

て

あ

る

。

 



4 

 

豊

介

Ｍ

「

ベ

、

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

？

ま

、

ま

さ

か

こ

れ

っ

て

…
…

運

命

！

」

 

 
 

 

豊

介

の

頭

の

中

で

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

『

運

命

』

が

流

れ

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

や

め

て

く

れ

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

！

」

 

 
 

 

元

子

、

ゆ

っ

く

り

と

近

づ

い

て

来

て

い

る

。

 

 
 

 

豊

介

、

頭

を

抱

え

な

が

ら

悶

え

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

や

ば

い

や

ば

い

、

マ

ジ

で

や

ば

い

、

先

生

が

来

て

か

ら

、

俺

の

ハ

ー

ト

ビ

ー

ト

が

止

ま

ら

ね

ぇ

」

 

 
 

 

豊

介

、

苦

し

み

な

が

ら

も

視

線

を

元

子

に

戻

す

。
し

か

し

、
ピ

ン

ト

を

合

わ

せ

ら

れ

な

い

。

 

豊

介

Ｍ

「

う

っ

、

直

視

で

き

な

い

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

越

し

の

壁

に

、

ド

ヴ

ォ

ル

ザ

ー

ク

の

絵

を

見

つ

け

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

ん

？

…
…

こ

れ

は

ま

さ

か

…
…

は

っ

！

こ

れ

以

上

は

や

め

て

く

れ

、

ド

ヴ

ォ

ル

ザ

ー

ク

！

」

 

 
 

 

豊

介

の

頭

の

中

で

、
ド

ヴ

ォ

ル

ザ

ー

ク

の
『

新

世

界

よ

り

』

が

流

れ

る

。

 

 
 

 

豊

介

、
伏

し

目

が

ち

に

何

と

か

前

を

見

る

が

、



5 

 

元

子

の

足

元

し

か

見

れ

な

い

。
元

子

の

足

が

、

『

新

世

界

よ

り

』

に

合

わ

せ

て

ゆ

っ

く

り

と

近

づ

い

て

来

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

襲

わ

れ

ち

ま

う

ぞ

、

…
…

こ

う

な

っ

た

ら

腹

く

く

る

し

か

ね

ぇ

！

こ

れ

が

、

大

人

の

世

界

…

…

い

や

、

新

世

界

だ

」

 

 
 

 

豊

介

、

姿

勢

を

正

し

、

目

を

閉

じ

な

が

ら

真

っ

直

ぐ

に

前

を

向

く

。

 

 
 

 

少

し

の

間

。

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。

 

豊

介

Ｍ

「

は

う

っ

」

 

 
 

 

豊

介

、
頭

の

中

で

高

い

音

が

一

音

だ

け

鳴

る

。 

 
 

 

ゆ

っ

く

り

と

目

を

開

け

る

豊

介

。

そ

こ

に

元

子

の

姿

は

無

い

。

 

 
 

 

音

楽

室

に

柔

ら

か

い

風

が

入

っ

て

く

る

、

ピ

ア

ノ

上

の

譜

面

が

パ

ラ

パ

ラ

と

め

く

れ

、

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

の

『

未

完

成

』

の

ペ

ー

ジ

に

な

る

。

 

豊

介

Ｎ

「

と

ま

ー

こ

ん

時

は

こ

れ

以

上

の

事

は

無

く

て

、

二

年

後

の

同

窓

会

で

再

会

し

た

」

 



6 

 

 

○

(

回

想

)

居

酒

屋

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

鈴

木

ち

か

(

当

時

２

０

歳

)

を

含

め

た

高

校

の

同

級

生

と

同

窓

会

し

て

い

る

。

 

豊

介

Ｎ

「

大

学

に

行

っ

て

る

友

達

が

楽

し

そ

う

で

、

何

で

か

分

か

ら

な

い

け

ど

、

仕

事

終

わ

っ

て

、

家

帰

っ

て

、

シ

ャ

ワ

ー

浴

び

て

、

ま

た

作

業

着

に

着

替

え

て

、

店

に

行

っ

た

」
 

 
 

 

元

子

、

や

っ

て

き

て

、
 

豊

介

Ｎ

「

み

ん

な

で

盛

り

上

が

っ

て

、

元

子

が

顔

出

し

て

く

れ

て

、

忘

れ

ら

れ

な

い

元

カ

レ

の

話

と

か

、

生

徒

と

先

生

の

関

係

だ

と

聞

け

な

い

よ

う

な

話

も

し

て

、

時

間

の

流

れ

を

実

感

し

た

け

ど

、

当

時

流

行

っ

て

た

国

民

的

少

年

マ

ン

ガ

の

、

修

行

し

て

二

年

後

に

再

会

す

る

、

っ

て

の

を

思

い

出

し

て

、

あ

ん

時

の

モ

ヤ

モ

ヤ

も

相

ま

っ

て

、

変

な

ス

イ

ッ

チ

が

入

っ

た

」

 

豊

介

「

先

生

そ

う

い

え

ば

さ

」

 

元

子

「

ん

？

な

に

」

 

 
 

 

豊

介

、

周

り

を

気

に

し

て

、
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豊

介

「

ま

ぁ

い

い

や

、

連

絡

先

教

え

て

よ

」

 

元

子

「

ま

ぁ

い

い

や

っ

て

何

よ

」

 

豊

介

「

今

日

だ

っ

て

鈴

木

と

連

絡

と

っ

て

来

て

く

れ

た

ん

で

し

ょ

？

あ

い

つ

が

知

っ

て

る

な

ら

俺

も

い

い

じ

ゃ

ん

」

 

元

子

「

え

、

う

ん

、

別

に

い

い

け

ど

」

 

 
 

 

皆

で

シ

メ

の

雑

炊

を

食

べ

て

い

る

。

 

豊

介

Ｎ

「

連

絡

取

り

合

う

よ

う

に

な

っ

て

、

誘

っ

た

ら

割

と

会

っ

て

く

れ

て

、

付

き

合

う

事

に

な

っ

た

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)

道

路

(

夕

)
 

 
 

 

豊

介

、

校

舎

を

見

つ

め

た

後

、

再

び

正

門

に

向

か

う

。

さ

っ

き

の

小

走

り

で

は

な

く

、

歩

い

て

向

か

う

。

 

 

○

(

回

想

)

元

子

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

 
 

 

自

宅

デ

ー

ト

中

の

元

子

と

豊

介

、

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

を

観

て

い

る

。

 

豊

介

「

く

だ

ら

ね

ぇ

、

は

は

」
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豊

介

、

笑

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

元

子

、

つ

ま

ら

な

く

て

食

器

を

片

づ

け

る

。

 

豊

介

Ｎ

「

ジ

ェ

ネ

レ

ー

シ

ョ

ン

ギ

ャ

ッ

プ

っ

て

や

つ

で

、

笑

い

の

ツ

ボ

は

全

然

合

わ

な

か

っ

た

け

ど

」

 

 

○

(

回

想

)

同

・

寝

室

(

夜

)
 

 
 

 

ベ

ッ

ド

に

入

っ

て

い

る

元

子

と

豊

介

。

 

豊

介

「

あ

ー

そ

う

い

う

事

だ

っ

た

の

ね

」

 

元

子

「

私

も

必

死

だ

っ

た

ん

だ

か

ら

」

 

豊

介

「

恥

ず

か

し

い

ー

、

も

う

交

響

曲

が

頭

ん

中

で

グ

ル

グ

ル

だ

っ

た

よ

」

 

元

子
「

は

は

っ

、
そ

れ

何

な

の

、
面

白

い

ん

だ

け

ど

」 

豊

介

「

も

う

一

生

忘

れ

ら

れ

な

い

わ

」

 

元

子

「

勉

強

に

な

っ

た

ね

」

 

豊

介

「

で

も

俺

は

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

超

え

る

け

ど

ね

」

 

元

子
「

何

言

っ

て

ん

の

、
ピ

ア

ノ

で

も

始

め

る

の

？

」 

豊

介

「

ち

げ

ー

よ

、

未

完

成

じ

ゃ

物

足

り

ね

ー

」

 

元

子

「

え

？

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

に

馬

乗

り

し

、

Ｔ

シ

ャ

ツ

を

脱

ぐ

。
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豊

介

「

完

成

さ

せ

て

や

る

ぜ

、

お

り

ゃ

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

に

身

体

を

求

め

る

。

 

 
 

 

元

子

、

そ

れ

に

応

え

る

。

 

豊

介

「

交

わ

っ

て

響

く

と

書

い

て

交

響

曲

だ

」

 

元

子

「

ふ

ふ

っ

、

バ

カ

じ

ゃ

な

い

の

、

も

う

」

 

 
 

 

掛

け

布

団

が

激

し

く

動

い

て

い

る

。

 

豊

介

Ｎ

「

元

子

の

ツ

ボ

は

押

せ

る

方

だ

っ

た

」

 

元

子

「

い

や

ん

」

 

豊

介

Ｎ

「

エ

ッ

チ

な

意

味

じ

ゃ

な

く

て

」

 

 

○

(

回

想

)

レ

ス

ト

ラ

ン

・

店

内

 

 
 

 

貸

切

パ

ー

テ

ィ

ー

中

の

グ

ル

ー

プ

。

 

 
 

 

や

っ

て

く

る

、

元

子

と

豊

介

。

 

豊

介

Ｎ

「

何

年

か

し

て

、

元

子

の

大

学

の

集

ま

り

に

連

れ

て

か

れ

た

。

ボ

タ

ン

を

閉

め

た

方

が

良

い

の

か

、

閉

め

な

い

方

が

良

い

の

か

、

分

か

ら

な

い

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

を

羽

織

り

、

細

い

グ

ラ

ス

の

お

酒

を

飲

ん

だ

。

最

初

は

緊

張

し

て

た

け

ど

、

す

ご

く

良

い

人

達

で

楽

し

か

っ

た

。

仕

事

や

ら

海

外

や

ら

の

面

白

い

話

を

聞

い

て

、

思

わ

ず

声

に

出

し

て

笑

っ
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た

」

 

豊

介

「

は

は

っ

」

 

 
 

 

静

か

な

空

気

。

 

豊

介

Ｎ

「

で

も

周

り

の

人

達

は

ほ

と

ん

ど

『

勉

強

に

な

る

ね

ー

』

と

言

っ

て

い

た

。

ボ

タ

ン

の

開

け

閉

め

に

も

飽

き

て

、

鳴

っ

て

な

い

携

帯

を

耳

に

当

て

て

」

 

豊

介

「

ご

め

ん

、

欠

員

出

た

っ

て

、

仕

事

行

く

わ

」

 

 
 

 

と

、

元

子

に

、

 

元

子

「

え

…
…

う

ん

、

駅

ま

で

」

 

豊

介

「

大

丈

夫

大

丈

夫

、

じ

ゃ

」

 

 
 

 

豊

介

、

出

て

い

く

。

 

元

子

「

…
…

」

 

 

○

(

回

想

)

道

 

 
 

 

豊

介

、

帰

宅

中

。

 

豊

介

Ｎ

「

嫉

妬

と

か

じ

ゃ

な

い

け

ど

、

要

は

疲

れ

ち

ゃ

っ

た

。

だ

か

ら

帰

っ

た

。

仕

事

し

て

る

感

を

ま

た

出

し

て

し

ま

っ

た

事

で

、

酔

い

も

覚

め

た

」
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○

(

戻

っ

て

)

道

路

(

夕

)
 

 
 

 

豊

介

、

正

門

へ

と

歩

い

て

い

る

。

 

 

○

(
回

想

)

元

子

宅

・

リ

ビ

ン

グ

 

 
 

 
豊

介

、

パ

ソ

コ

ン

作

業

中

。

 

 
 

 

元

子

、

帰

っ

て

き

て

、

 

元

子

「

ど

う

し

た

の

パ

ソ

コ

ン

、

買

っ

た

の

？

」

 

豊

介

「

友

達

の

」

 

元

子

「

何

し

て

ん

の

？

」

 

豊

介

「

ア

プ

リ

作

っ

て

る

」

 

元

子

「

え

、

ア

プ

リ

？

急

に

ど

う

し

た

の

？

」

 

豊

介

「

副

業

の

時

代

だ

し

、

二

つ

三

つ

収

入

源

が

有

っ

て

も

い

い

か

な

っ

て

。

ほ

ら

失

う

物

な

い

じ

ゃ

ん

、

も

し

ダ

メ

で

も

、

飲

食

と

か

と

違

っ

て

」

 

元

子

「

…
…

そ

う

だ

け

ど

」

 

 
 

 

豊

介

、

電

話

を

す

る

。

 

豊

介

「

も

し

も

し

、

や

っ

ぱ

り

さ

一

個

人

よ

り

、

企

業

に

向

け

て

の

方

が

中

長

期

的

に

み

て

も

良

い

と

思

う

ん

だ

よ

ね

、

う

ん

う

ん

、

い

や

こ

れ

を

ノ

ー

リ

ス

ク

で

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

き

る

の

は

マ

ジ

で
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で

か

い

」

 

 
 
 

元

子

、

買

っ

て

き

た

食

材

を

整

理

し

て

い

く

。

 

豊

介

Ｎ

「

学

生

ん

時

か

ら

バ

イ

ト

し

て

た

所

で

、

そ

の

ま

ま

社

員

に

な

っ

た

俺

は

、

他

の

仕

事

も

し

て

み

た

く

て

…
…

い

や

嘘

、

結

局

…
…

嫉

妬

し

て

た

」

 

元

子

「

な

ん

か

食

べ

た

い

も

の

あ

る

？

」

 

豊

介

「

今

日

は

い

い

や

」
 

元

子

「

…
…

」

 

豊

介

Ｎ

「

実

家

暮

ら

し

で

、

元

子

ん

ち

で

半

同

棲

み

た

い

な

生

活

を

し

て

い

て

、

そ

の

距

離

感

が

よ

か

っ

た

の

か

、

別

れ

は

し

な

か

っ

た

」

 

 

○

(

回

想

)

元

子

の

実

家

・

和

室

 

 
 

 

元

子

と

豊

介

、

テ

ー

ブ

ル

を

挟

ん

で

向

か

い

に

富

永

茂

雄
（

６

０

）
と

富

永

文

代
（

６

０

）
、

座

っ

て

い

る

。

 

豊

介

Ｎ

「

案

の

定

副

業

は

す

ぐ

や

ら

な

く

な

っ

て

、

向

こ

う

が

そ

れ

な

り

の

年

齢

に

な

っ

て

、

親

に

催

促

さ

れ

た

の

か

、

正

月

に

挨

拶

に

行

く

こ

と

に

な
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っ

た

。
」

 

豊

介

「

そ

う

で

す

ね

、

去

年

か

ら

副

店

長

に

な

り

ま

し

た

」

 

元

子

「

一

昨

年

じ

ゃ

な

か

っ

た

っ

け

？

」

 

豊

介

「

違

う

よ

去

年

だ

よ

」

 

元

子

「

今

日

一

月

三

日

だ

よ

？

」

 

豊

介
「

…
…

一

月

三

日

に

言

う

去

年

は

一

昨

年

だ

ろ

」 

元

子

「

は

？

」

 

豊

介

「

そ

、

そ

う

い

う

こ

と

」
 

元

子

「

い

や

、

ど

う

い

う

こ

と

？

」
 

豊

介

「

だ

か

ら

、

え

ー

と

、

中

三

か

ら

高

一

に

な

る

間

の

春

休

み

に

、

今

何

年

生

？

っ

て

聞

か

れ

た

ら

、

高

一

で

す

っ

て

言

う

で

し

ょ

？

」

 

元

子

「

…
…

ま

ぁ

」

 

豊

介

「

そ

れ

よ

」

 

元

子

「

ど

れ

よ

」

 

豊

介

「

そ

れ

と

一

緒

」

 

文

代

「

…
…

頑

張

っ

て

る

な

ら

い

い

じ

ゃ

な

い

」

 

豊

介

Ｎ

「

や

や

ウ

ケ

だ

っ

た

」

 

元

子

「

は

い

は

い

」

 



14 

 

茂

雄

「

ま

、

い

い

か

ら

い

い

か

ら

」

 

 
 

 

と

、

豊

介

に

ビ

ー

ル

を

注

ぐ

。

 

文

代

「

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

中

三

の

方

が

、

た

と

え

に

は

適

し

て

る

と

思

う

け

ど

、

ふ

ふ

っ

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)
高

校

・

正

門

(

夕

)
 

 
 

 

豊

介

、

正

門

に

辿

り

着

く

。

 

 
 

 

廊

下

を

歩

い

て

い

る

富

永

元

子

(

３

４

)

を

見

つ

け

、

 

豊

介

「

元

子

！

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

に

気

付

き

、

小

走

り

で

入

口

に

向

か

う

。

 

 
 

 

豊

介

、

正

門

か

ら

下

駄

箱

が

あ

る

入

口

へ

と

向

か

う

。

先

に

入

口

に

着

い

た

元

子

。

 

 

○

(

少

し

遡

り

)

高

校

・

音

楽

室

(

夕

)
 

 
 

 

元

子

、

ピ

ア

ノ

を

弾

い

て

い

る

。

 

 

○

同

・

廊

下

(

夕

)
 

 
 

 

元

子

、

歩

い

て

い

る

。
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豊

介

の

声

「

元

子

！

」

 

 
 

 

気

づ

い

た

元

子

、

 

元

子

「

何

や

っ

て

ん

の

あ

い

つ

」

 

 
 

 

と

、

小

走

り

で

入

口

に

向

か

う

元

子

。

 

 
 

 
す

ぐ

に

止

ま

っ

て

、

 

元

子

Ｍ

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

な

ん

か

持

っ

て

な

か

っ

た

？

小

さ

い

箱

…
…

え

、

も

し

か

し

て

指

輪

？

…

…

プ

ロ

ポ

ー

ズ

？

！

」
 

 

○

(

回

想

)

高

校

・

廊

下

 

 
 

 

元

子

、
小

走

り

で

音

楽

室

に

向

か

っ

て

い

る

。 

元

子

「

も

う

、

完

全

に

忘

れ

て

た

」

 

元

子

Ｎ

「

あ

い

つ

と

出

会

っ

た

の

は

９

年

前

」

 

 

○

(

回

想

)

同

・

音

楽

室

 

 
 

 

豊

介

、

背

伸

び

を

し

な

が

ら

ウ

ロ

ウ

ロ

し

て

い

る

。

入

っ

て

く

る

元

子

。

 

豊

介

「

う

わ

っ

」

 

 
 

 

と

、

ビ

ッ

ク

リ

し

て

椅

子

に

座

る

豊

介

。

 

元

子

Ｍ

「

階

段

上

っ

た

ら

息

が

、

声

で

な

い

」
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元

子

、

豊

介

の

フ

ァ

ス

ナ

ー

が

開

い

て

い

る

事

に

気

付

く

。

 

元

子

Ｍ

「

チ

ャ

ッ

ク

全

開

じ

ゃ

ん

」

 

元

子

Ｎ

「

あ

の

時

が

始

ま

り

…
…

に

な

っ

て

い

た

ら

し

い

」
 

 
 

 

元

子

、

豊

介

に

歩

み

寄

る

。

 

元

子

Ｍ

「

ど

う

し

よ

、

思

春

期

の

子

に

な

ん

て

言

え

ば

…
…

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

に

近

づ

く

。
 

元

子

Ｍ

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

、

ゆ

る

キ

ャ

ラ

が

こ

っ

ち

を

見

て

る

…
…

可

愛

い

ゆ

る

キ

ャ

ラ

が

社

会

の

窓

か

ら

こ

ん

に

ち

は

し

て

る

…
…

っ

て

何

パ

ン

ツ

見

て

ん

の

よ

私

。

い

や

違

う

違

う

、

あ

く

ま

で

チ

ャ

ッ

ク

の

状

態

を

確

認

し

て

る

の

よ

、

壊

れ

て

な

い

か

し

ら

」

 

 
 

 

元

子

、

さ

ら

に

近

づ

く

。

 

元

子

Ｍ

「

岩

本

君

さ

っ

き

か

ら

悶

え

て

る

け

ど

何

？

悩

み

事

？

そ

れ

と

も

チ

ャ

ッ

ク

閉

め

て

な

い

こ

と

に

気

付

い

た

の

？

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

の

前

に

着

く

。
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元

子

Ｍ

「

目

瞑

っ

て

る

、

こ

れ

は

…
…

無

か

っ

た

こ

と

に

し

て

く

れ

っ

て

…
…

事

？

あ

ー

ど

う

し

よ

、

も

う

こ

う

な

っ

た

ら

、

エ

イ

！

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

の

フ

ァ

ス

ナ

ー

を

閉

め

る

。

 

 
 

 
元

子

、

そ

の

場

を

後

に

す

る

。

 

元

子

Ｎ

「

恥

ず

か

し

い

か

な

と

思

っ

て

、

補

習

は

ま

た

今

度

に

し

た

」
 

 

○

(

回

想

)

居

酒

屋

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

鈴

木

を

含

め

た

高

校

の

同

級

生

と

同

窓

会

し

て

い

る

。

 

元

子

Ｎ

「

あ

い

つ

が

卒

業

し

て

か

ら

二

年

後

に

、

鈴

木

さ

ん

か

ら

連

絡

が

き

て

、

み

ん

な

に

会

い

に

行

っ

た

」

 

 
 

 

元

子

、

や

っ

て

き

て

、

 

元

子

Ｎ

「

音

楽

教

師

の

私

は

担

任

を

持

つ

こ

と

が

少

な

く

て

、

卒

業

生

と

会

う

み

た

い

な

事

が

全

然

な

か

っ

た

か

ら

、

嬉

し

く

て

色

々

話

し

ち

ゃ

っ

た

。

元

カ

レ

が

忘

れ

ら

れ

な

い

と

か

、

最

近

『

俺

が

忘

れ

さ

せ

て

や

る

』

っ

て

言

う

男

が

居

る

と

か

。

そ
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し

た

ら

」

 

豊

介

「

何

そ

い

つ

、

や

め

と

け

ば

？

」

 

鈴

木

「

え

ー

良

い

じ

ゃ

ん

、

か

っ

こ

い

い

じ

ゃ

ん

。

私

も

言

わ

れ

て

み

た

い

」

 

豊

介

「

そ

れ

で

も

よ

く

ね

？

別

に

」

 

鈴

木

「

え

？

」
 

豊

介

「

忘

れ

る

必

要

な

く

ね

？

そ

も

そ

も

。

一

緒

に

居

れ

ば

良

い

だ

け

だ

し

、

そ

ん

な

小

っ

ち

ぇ

ー

男

や

め

と

け

ば

？

」

 

元

子

「

…
…

」

 

鈴

木

「

バ

カ

だ

ね

岩

本

。

そ

も

そ

も

ね

」
 

元

子

Ｎ

「

え

ー

ー

ー

と

思

っ

て

、

可

笑

し

く

て

可

笑

し

く

て

…
…

久

々

笑

っ

た

。

そ

の

後

も

連

絡

取

っ

た

り

会

っ

た

り

し

て

、

向

こ

う

も

成

人

し

て

る

し

い

い

か

な

っ

て

、

付

き

合

っ

た

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)

高

校

・

廊

下

(

夕

)
 

 
 

 

元

子

、

階

段

を

降

り

て

い

る

。

 

 

○

(

回

想

)

元

子

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
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自

宅

デ

ー

ト

中

の

元

子

と

豊

介

、

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

を

観

て

い

る

。

 

豊

介

「

く

だ

ら

ね

ぇ

、

は

は

」

 

 
 

 

豊

介

、

笑

っ

て

い

る

。

 

 
 

 
元

子

、

つ

ま

ら

な

く

て

食

器

を

片

づ

け

、

キ

ッ

チ

ン

か

ら

豊

介

の

背

中

を

見

て

い

る

。

 

元

子

Ｎ

「

肩

で

笑

っ

て

る

あ

い

つ

。

今

思

え

ば

、

惚

れ

た

の

は

私

の

方

だ

っ

た

の

か

も

」

 

 
 

 

元

子

、

洗

い

物

を

す

る

。
 

 

○

(

回

想

)

同

・

寝

室

(

夜

)
 

 
 

 

ベ

ッ

ド

に

入

っ

て

い

る

元

子

と

豊

介

。
 

豊

介

「

あ

ー

そ

う

い

う

事

だ

っ

た

の

ね

」

 

元

子

「

私

も

必

死

だ

っ

た

ん

だ

か

ら

」

 

豊

介

「

恥

ず

か

し

い

ー

、

も

う

交

響

曲

が

頭

ん

中

で

グ

ル

グ

ル

だ

っ

た

の

よ

」

 

元

子

「

は

は

、

そ

れ

何

な

の

、

面

白

い

ん

だ

け

ど

」

 

豊

介

「

も

う

一

生

忘

れ

ら

れ

な

い

わ

」

 

元

子

「

勉

強

に

な

っ

た

ね

」

 

豊

介

「

で

も

俺

は

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

超

え

る

け

ど

ね

」
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元

子
「

何

言

っ

て

ん

の

、
ピ

ア

ノ

で

も

始

め

る

の

？

」 

豊

介

「

ち

げ

ー

よ

、

未

完

成

じ

ゃ

物

足

り

ね

ー

」

 

元

子

「

え

？

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

に

馬

乗

り

し

、

Ｔ

シ

ャ

ツ

を

脱

ぐ

。
 

豊

介

「

完

成

さ

せ

て

や

る

ぜ

、

お

り

ゃ

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

に

身

体

を

求

め

る

。

 

 
 

 

元

子

、

そ

れ

に

応

え

る

。

 

豊

介

「

交

わ

っ

て

響

く

と

書

い

て

交

響

曲

だ

」

 

元

子

「

ふ

ふ

、

バ

カ

じ

ゃ

な

い

の

、

も

う

」

 

 
 

 

掛

け

布

団

が

激

し

く

動

い

て

い

る

。
 

元

子

Ｎ

「

笑

い

の

ツ

ボ

は

合

わ

な

か

っ

た

け

ど

、

私

の

ツ

ボ

は

押

し

て

き

や

が

っ

た

」

 

元

子

「

い

や

ん

」

 

元

子

Ｎ

「

エ

ッ

チ

な

意

味

も

含

め

て

」

 

 

○

(

回

想

)

レ

ス

ト

ラ

ン

 

 
 

 

貸

切

パ

ー

テ

ィ

ー

中

の

グ

ル

ー

プ

。

 

 
 

 

や

っ

て

く

る

、

元

子

と

豊

介

。

 

元

子

Ｎ

「

何

年

か

し

て

私

の

大

学

の

集

ま

り

に

連

れ
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て

っ

た

。

と

い

う

か

『

楽

し

そ

う

だ

な

ー

』
『

い

い

な

ー

』

と

雰

囲

気

を

出

し

て

く

る

か

ら

、

高

校

で

出

会

っ

た

出

入

り

業

者

の

人

、

と

い

う

嘘

じ

ゃ

な

い

嘘

で

連

れ

て

い

っ

た

」

 

豊

介

「

は

は

っ

」

 

 
 

 

静

か

な

空

気

。

 

元

子

Ｎ

「

初

対

面

感

は

あ

っ

た

け

ど

、

楽

し

そ

う

だ

し

、

ま

い

っ

か

と

思

っ

て

た

ら

」

 

豊

介

「

ご

め

ん

、

欠

員

出

た

っ

て

、

仕

事

行

く

わ

」

 

 
 

 

と

、

元

子

に

、

 

元

子

「

え

…
…

う

ん

、

駅

ま

で

」

 

豊

介

「

大

丈

夫

大

丈

夫

、

じ

ゃ

」

 

 
 

 

豊

介

、

出

て

い

く

。

 

友

人

１

「

…
…

ド

ラ

イ

バ

ー

さ

ん

じ

ゃ

な

か

っ

た

っ

け

？

お

酒

飲

ん

で

」

 

元

子

「

…
…

ノ

ン

ア

ル

コ

ー

ル

、

飲

ん

で

た

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

」

 

元

子

Ｎ

「

…
…

そ

の

日

は

友

達

を

優

先

し

た

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)

高

校

・

廊

下

(

夕

)
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元

子

、

入

口

に

向

か

っ

て

い

る

。

 

 

○

(

回

想

)

元

子

宅

・

リ

ビ

ン

グ

 

 
 

 

豊

介

、

パ

ソ

コ

ン

作

業

中

。

 

 
 

 
元

子

、

帰

っ

て

き

て

、

 

元

子

Ｎ

「

後

日

『

別

に

行

き

た

い

な

ん

て

言

っ

て

な

い

』
と

か

言

う

も

ん

だ

か

ら

、
私

も

言

い

返

し

て

、

少

し

喧

嘩

に

な

っ

た

」
 

 
 

 

豊

介

、

電

話

を

す

る

。
 

豊

介

「

も

し

も

し

、

や

っ

ぱ

り

さ

一

個

人

よ

り

、

企

業

に

向

け

て

の

方

が

中

長

期

的

に

み

て

も

良

い

と

思

う

ん

だ

よ

ね

、

う

ん

う

ん

、

い

や

こ

れ

を

ノ

ー

リ

ス

ク

で

チ

ャ

レ

ン

ジ

で

き

る

の

は

マ

ジ

で

で

か

い

」

 

 
 
 

元

子

、

買

っ

て

き

た

食

材

を

整

理

し

て

い

く

。

 

元

子

Ｎ

「

ち

ょ

っ

と

し

た

喧

嘩

っ

て

、

難

し

く

て

、

謝

る

の

も

な

ん

か

な

と

、

思

っ

て

、

美

味

し

い

ご

飯

作

ろ

う

と

し

た

」

 

元

子

「

な

ん

か

食

べ

た

い

も

の

あ

る

？

」

 

豊

介

「

今

日

は

い

い

や

」
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元

子

「

…
…

」

 

元

子

Ｎ

「

肩

で

笑

わ

な

く

な

っ

た

あ

い

つ

。

副

業

や

め

る

っ

て

言

わ

れ

た

時

は

、

続

け

れ

ば

い

い

の

に

っ

て

言

っ

た

け

ど

、

戻

っ

て

く

る

っ

て

思

っ

た

、

肩

が

」
 

 

○

(

回

想

)

高

校

・

音

楽

室

 

 
 

 

生

徒

１

の

相

談

を

受

け

て

い

る

元

子

。

 

元

子

「

誰

に

だ

っ

て

ミ

ス

は

あ

る

よ

」

 

生

徒

１

「

一

緒

に

練

習

す

る

の

…
…

嫌

で

」

 

元

子

「

み

ん

な

気

に

し

て

な

い

と

思

う

よ

」
 

生

徒

１

「

思

い

出

し

た

く

な

く

て

…
…

練

習

練

習

っ

て

、

練

習

に

集

中

し

よ

う

っ

て

」

 

元

子

「

う

ん

」

 

生

徒

１

「

そ

し

た

ら

余

計

に

浮

い

て

る

気

が

し

て

き

て

。

前

向

く

し

か

な

い

っ

て

思

え

ば

思

う

ほ

ど

…

…

気

づ

い

た

ら

そ

の

時

の

事

考

え

て

て

」

 

元

子

「

う

ん

」

 

生

徒

１

「

音

楽

室

の

前

ま

で

来

た

け

ど

…
…

後

ず

さ

り

し

ち

ゃ

っ

て

」
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元

子

「

そ

っ

か

」

 

生

徒

１

「

…
…

う

ん

」

 

元

子

「

じ

ゃ

ぁ

こ

う

い

う

の

は

ど

う

？

」

 

生

徒

１

「

…
…

」

 

元

子

「

い

っ

そ

、

後

ろ

を

向

く

」

 

生

徒

１

「

え

？

」
 

元

子

「

そ

ん

で

も

っ

て

後

ず

さ

り

す

る

、

そ

う

す

れ

ば

進

ん

で

る

で

し

ょ

、

前

に

、

結

局

は

」

 

生

徒

１

「

…
…

ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

？

」

 

元

子

「

だ

か

ら

ね

」

 

 
 

 

と

、

実

演

す

る

元

子

。

 

元

子

「

ね

」

 

生

徒

１

「

…
…

ふ

ふ

っ

、

そ

う

で

す

ね

」

 

元

子

「

で

し

ょ

？

」

 

生

徒

１

「

先

生

っ

て

そ

う

い

う

事

言

う

ん

で

す

ね

」

 

元

子

「

ん

？

」

 

生

徒

１

「

い

え

、

な

ん

で

も

な

い

で

す

。

明

日

か

ら

ま

た

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

 
 

 

と

、

去

っ

て

い

く

生

徒

１

。

 

元

子

Ｎ

「

似

た

よ

う

な

事

言

っ

ち

ゃ

っ

た

、

私

の

実
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家

で

、

ス

ベ

っ

て

た

豊

介

と

。

お

父

さ

ん

、

普

段

あ

ん

ま

り

飲

ま

な

い

の

に

、

あ

ん

な

に

飲

ん

じ

ゃ

っ

て

、

あ

れ

…
…

私

、

何

で

こ

ん

な

事

思

い

出

し

て

」
 

 

○

(

戻

っ

て

)
高

校

・

正

門

(

夕

)
 

 
 

 

豊

介

、

正

門

か

ら

下

駄

箱

が

あ

る

入

口

へ

と

向

か

う

。

先

に

入

口

に

着

い

た

元

子

。

 

豊

介

「

俺

さ

ぁ

、

元

子

に

出

会

っ

て

か

ら

、

色

々

悩

ん

だ

り

、

つ

ー

か

出

会

っ

て

か

ら

の

方

が

悩

む

こ

と

多

く

な

っ

て

さ

、

す

げ

ー

モ

ヤ

モ

ヤ

す

ん

だ

よ

。

た

だ

で

さ

え

先

の

事

な

ん

て

分

か

ん

ね

ー

の

に

さ

、

ま

す

ま

す

分

か

ん

な

く

な

っ

て

、

も

う

わ

け

分

か

ん

ね

ぇ

よ

」

 

元

子

「

静

か

に

し

て

、

こ

こ

学

校

だ

よ

」

 

豊

介

「

あ

ん

時

か

ら

、

俺

の

ビ

ー

ト

は

止

ま

ら

ね

ぇ

ん

だ

よ

、

終

わ

ら

ね

ぇ

ー

ん

だ

よ

、

ず

っ

と

未

完

成

の

ま

ん

ま

な

ん

だ

よ

」

 

元

子

「

他

の

職

員

さ

ん

も

居

て

…
…

、

笑

わ

れ

ち

ゃ

う

よ

、

ち

ょ

ほ

ん

」
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豊

介

「

(

遮

っ

て

)

俺

の

目

に

は

、

お

前

の

笑

顔

し

か

映

ん

ね

ぇ

し

」

 

元

子

「

…
…

」

 

豊

介

「

ず

っ

と

…
…

新

し

い

気

持

ち

だ

か

、

感

情

だ

か

、

な

ん

か

が

生

ま

れ

て

く

る

ん

だ

よ

。

だ

が

ら

気

づ

い

た

ん

だ

、

気

付

い

た

ん

だ

今

さ

っ

き

。

…

…

恋

は

、

す

る

も

ん

じ

ゃ

な

い

、

落

ち

る

も

ん

で

も

な

い

…
…

」

 

 
 

 

元

子

の

元

に

辿

り

着

く

豊

介

。

 

豊

介

「

生

ま

れ

る

も

ん

な

の

か

な

っ

て

」

 

 
 

 

少

し

の

間

。

 

 
 

 

元

子

、

一

歩

近

づ

き

、

 

元

子

「

…
…

生

ま

れ

る

の

は

、

恋

じ

ゃ

な

く

て

愛

だ

よ

、

ば

ー

か

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

を

引

き

寄

せ

、

キ

ス

す

る

。

 

元

子

Ｍ

「

時

折

、

こ

い

つ

に

救

わ

れ

る

」

 

 
 

 

元

子

、

左

手

を

差

し

出

す

。

 

豊

介

「

今

度

買

い

に

行

こ

」

 

元

子

「

え

？

」

 

豊

介

「

そ

の

前

に

ハ

ン

コ

」
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元

子

「

…
…

え

、

そ

う

だ

け

ど

。

今

着

け

て

よ

」

 

豊

介

「

ん

？

」

 

元

子

「

指

輪

、

そ

れ

着

け

て

っ

て

」

 

豊

介

「

こ

れ

？

」

 

元

子

「

う

ん

」

 

豊

介

「

こ

れ

配

達

だ

よ

」

 

元

子

「

え

？

」

 

豊

介

「

イ

ン

ク

、

コ

ピ

ー

機

の

」

 

元

子

「

イ

ン

ク

？

い

つ

も

業

者

さ

ん

が

」

 

豊

介

「

冬

休

み

な

ん

じ

ゃ

な

い

？

ま

だ

三

日

だ

し

。

あ

ん

ま

な

い

も

ん

イ

ン

ク

の

荷

物

な

ん

て

。

中

島

さ

ん

宛

に

な

っ

て

る

よ

」

 

元

子

「

事

務

員

の

中

島

さ

ん

、

あ

っ

、

あ

ー

そ

う

い

う

事

ね

」

 

豊

介

「

は

は

は

」

 

元

子

「

は

は

は

」

 

豊

介

Ｍ

「

ま

ぁ

い

っ

か

」

 

元

子

Ｍ

「

な

に

こ

れ

？

」

 

 

○

高

校

・

廊

下
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体

育

館

で

の

始

業

式

に

向

か

う

生

徒

達

。

 

生

徒

２

「

冬

休

み

終

わ

っ

ち

ゃ

っ

た

ね

」

 

生

徒

３

「

ね

ー

、

っ

て

か

聞

い

た

？

富

永

先

生

居

な

く

な

る

ら

し

い

よ

」

 

生

徒

２

「

音

楽

の

富

永

？

」

 

生

徒

３

「

そ

う

そ

う

」

 

生

徒

２

「

え

、

何

で

？

」

 

生

徒

３

「

分

か

ん

な

い

け

ど

」

 

 
 

 

生

徒

４

、

や

っ

て

き

て

、
 

生

徒

４

「

ね

ぇ

ね

ぇ

、

富

永

の

話

？

」
 

生

徒

３

「

う

ん

」

 

生

徒

４
「

う

ち

の

マ

マ

P
T

A

な

ん

だ

け

ど

ね

、
噂

だ

と

」

 

生

徒

２

「

う

ん

う

ん

」

 

生

徒

４

「

な

ん

か

ね

、

学

校

に

男

連

れ

込

ん

で

」

 

 

○

元

子

の

実

家

・

和

室

 

 
 

 

元

子

、

寝

転

ん

で

煎

餅

を

食

べ

て

い

る

。

 

 
 

 

文

代

、

や

っ

て

き

て

、

 

文

代

「

い

つ

ま

で

休

み

な

の

？

」
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元

子

「

三

月

い

っ

ぱ

い

」

 

文

代

「

急

に

ど

う

し

た

の

よ

」

 

元

子

「

謹

慎

く

ら

っ

た

」

 

文

代

「

謹

慎

？

あ

ら

何

し

た

の

？

」

 

 

○

道

路

 

 
 

 

荷

台

を

け

ん

引

し

た

配

達

用

の

自

転

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

豊

介

、

乗

り

な

が

ら

、

高

校

の

校

庭

を

見

つ

め

て

い

る

。

 

 
 

 

学

校

の

チ

ャ

イ

ム

が

聴

こ

え

る

。
 

 
 

 

豊

介

、

帽

子

を

深

く

被

り

、

自

転

車

を

漕

ぎ

出

す

。

 

 

○

岩

本

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

と

岩

本

昭

恵

(

５

６

)

、

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。

 

昭

恵

「

あ

ん

た

最

近

、

元

子

ち

ゃ

ん

の

と

こ

行

か

な

い

わ

ね

」

 

豊

介

「

う

ん

」
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昭

恵

「

う

ん

じ

ゃ

な

く

て

」

 

豊

介

「

う

ん

」

 

昭

恵

「

理

由

を

聞

い

て

ん

の

よ

」

 

豊

介

「

謹

慎

に

な

っ

て

、

実

家

に

帰

っ

て

る

」

 

昭

恵

「

ふ

ー

ん

」

 

豊

介

「

…
…

」
 

昭

恵

「

あ

ん

た

の

せ

い

か

」

 

豊

介

「

…
…

俺

は

あ

く

ま

で

も

着

火

剤

で

、

点

火

し

た

の

は

向

こ

う

よ

」

 

昭

恵

「

ダ

サ

い

男

だ

ね

ぇ

、

誰

に

似

た

ん

だ

か

」

 

豊

介

「

い

や

、

だ

か

ら

そ

の

」

 

昭

恵

「

息

子

の

不

貞

話

な

ん

て

聞

き

た

か

な

い

よ

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

 

○

元

子

の

実

家

・

和

室

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

昼

間

の

態

勢

の

ま

ん

ま

。

 

 
 

 

茂

雄

、

帰

っ

て

き

て

、

 

茂

雄

「

帰

っ

て

く

る

な

ら

連

絡

ぐ

ら

い

よ

こ

し

な

さ

い

」

 

元

子

「

ご

め

ん

な

さ

い

」
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茂

雄

「

学

校

は

良

い

の

か

？

も

う

三

学

期

始

ま

っ

て

る

だ

ろ

」

 

 
 

 

文

代

、

夕

飯

を

持

っ

て

き

て

、

 

文

代

「

学

校

に

男

性

の

方

を

連

れ

込

ん

だ

ん

で

す

っ

て

」

 

茂

雄

「

な

に

！

？

」

 

元

子

「

ち

ょ

お

母

さ

ん

」

 

茂

雄

「

ど

う

い

う

こ

と

だ

」
 

元

子

「

違

う

っ

て

、

(

お

母

さ

ん

に

)

変

な

言

い

方

し

な

い

で

」

 

茂

雄

「

説

明

し

な

さ

い

」

 

元

子

「

だ

か

ら

違

う

っ

て

」

 

文

代

「

久

々

に

や

り

ま

す

か

？

お

父

さ

ん

」

 

茂

雄

「

も

ち

ろ

ん

だ

、

持

っ

て

こ

い

」

 

文

代

「

は

い

お

父

さ

ん

」

 

 
 

 

文

代

、

出

て

い

く

。

 

元

子

「

も

う

」

 

茂

雄

「

ふ

ん

」

 

元

子

「

も

う

定

年

退

職

し

た

ん

じ

ゃ

な

い

の

？

」

 

茂

雄

「

そ

ん

な

も

ん

関

係

あ

る

か

」
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文

代

、

ホ

ワ

イ

ト

ボ

ー

ド

を

持

っ

て

く

る

。

 

文

代

「

は

い

お

父

さ

ん

」

 

茂

雄

「

よ

し

」

 

元

子

「

本

当

に

や

る

の

？

」

 

文

代

「

(
元

子

に

)

定

年

退

職

し

て

か

ら

、

教

え

た

い

欲

が

さ

ら

に

強

ま

っ

ち

ゃ

っ

た

み

た

い

」

 

元

子

「

は

ぁ

ー

」

 

茂

雄

「

座

れ

！

」

 

 
 

 

元

子

、

正

座

す

る

。

 

茂

雄

「

そ

れ

で

は

物

理

の

授

業

を

始

め

る

、

礼

！

」

 

 
 

 

元

子

、

し

ぶ

し

ぶ

礼

。

 

茂

雄

「

っ

と

そ

の

前

に

、

よ

く

謹

慎

処

分

で

済

ん

だ

な

？

」

 

元

子

「

え

、

ま

ぁ

、

う

ん

」

 

茂

雄

「

男

子

高

校

生

に

手

出

し

て

お

い

て

」

 

元

子

「

い

や

違

う

っ

て

」

 

文

代

「

去

年

う

ち

に

き

た

男

性

で

し

ょ

？

」

 

元

子

「

…
…

う

ん

」

 

茂

雄

「

っ

た

く

、

そ

ん

な

こ

と

さ

せ

る

為

に

東

京

の

大

学

に

進

学

さ

せ

た

わ

け

じ

ゃ

な

い

ぞ

」
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元

子

「

…
…

色

々

事

情

が

あ

っ

て

」

 

茂

雄

「

…
…

」

 

元

子
「

向

こ

う

が

い

き

な

り

学

校

に

、
職

場

に

来

て

、

最

初

は

困

惑

し

た

け

ど

、

私

も

そ

れ

に

乗

っ

か

っ

て

と

い

う

か

、

火

に

油

を

注

い

で

し

ま

っ

た

と

い

う

か

」

 

茂

雄

「

ふ

む

ふ

む

な

る

ほ

ど

、

要

は

相

対

性

理

論

だ

な

」

 

元

子

「

え

、

ど

こ

が

」

 

文

代

「

ふ

ふ

っ

」

 

茂

雄

「

火

元

の

原

因

、

向

こ

う

は

元

子

だ

と

思

っ

て

い

る

可

能

性

も

あ

る

」

 

元

子

「

ど

っ

ち

の

せ

い

と

か

じ

ゃ

な

い

け

ど

」

 

茂

雄

「

ど

っ

ち

に

と

っ

て

も

そ

れ

で

良

い

」

 

元

子

「

も

う

何

言

っ

て

ん

の

」

 

茂

雄

「

ど

ち

ら

も

正

し

い

と

い

う

事

だ

」

 

元

子

「

は

い

は

い

、

別

に

喧

嘩

し

た

と

か

、

別

れ

た

と

か

、

そ

う

い

う

わ

け

で

も

な

い

し

」

 

文

代

「

じ

ゃ

ー

な

ん

で

帰

っ

て

来

た

の

？

」

 

元

子

「

…
…

ど

う

し

て

い

い

か

分

か

ん

な

く

て

」
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茂

雄

「

こ

の

世

で

最

も

速

い

も

の

は

な

ん

で

し

ょ

う

？

」

 

元

子

「

も

う

」

 

文

代

「

や

ら

な

い

と

終

わ

ら

な

い

よ

」

 

元

子

「

始

ま

っ

ち

ゃ

っ

た

」

 

茂

雄

「

新

幹

線

や

飛

行

機

よ

り

も

圧

倒

的

に

速

い

も

の

だ

」

 

元

子

「

光

で

し

ょ

」

 

茂

雄

「

正

解

、

で

は

光

の

速

度

は

ど

れ

く

ら

い

で

し

ょ

う

？

」

 

元

子

「

え

ー

と

、

ど

ん

く

ら

い

だ

っ

た

っ

け

」

 

茂

雄

「

秒

速

約

３

０

万

㎞

で

す

」

 

元

子

「

う

ん

」

 

茂

雄

「

こ

れ

は

１

秒

間

に

地

球

を

約

７

周

半

す

る

速

さ

で

す

」

 

元

子

「

は

い

」

 

茂

雄

「

と

い

う

こ

と

は

、

地

球

の

円

周

は

」

 

元

子

「

３

０

割

る

７

．

５

…
…

約

４

万

㎞

」

 

茂

雄

「

我

々

が

住

ん

で

い

る

こ

の

地

球

は

、

そ

の

円

周

約

４

万

㎞

を

自

転

し

て

１

周

す

る

と

、

一

日

が
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経

ち

ま

す

」

 

元

子

「

は

い

」

 

茂

雄
「

こ

れ

が

何

を

意

味

す

る

か

分

か

り

ま

す

か

？

」 

元

子

「

分

か

り

ま

せ

ん

」

 

茂

雄

「

考

え

て

ま

せ

ん

ね

」

 

元

子

「

昔

か

ら

ず

っ

と

分

か

り

ま

せ

ん

」

 

茂

雄

「

分

か

り

ま

す

」
 

元

子

「

す

み

ま

せ

ん

、

よ

く

分

か

り

ま

せ

ん

」

 

茂

雄

「

１

秒

で

地

球

を

約

７

周

半

す

る

光

は

、

２

秒

で

地

球

を

１

５

周

、

４

秒

で

３

０

周

し

ま

す

」

 

元

子

「

…
…

」

 

茂

雄

「

１

周

で

一

日

な

の

で

、

４

秒

で

一

ヶ

月

分

進

め

る

、

な

い

し

戻

れ

る

の

で

す

」

 

元

子

「

…
…

」

 

茂

雄

「

つ

ま

り

は

４

８

秒

で

一

年

」

 

元

子

「

…
…

で

？

」

 

 

○

岩

本

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

と

昭

恵

、

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。

 

昭

恵

「

ま

だ

帰

っ

て

来

な

い

の

元

子

ち

ゃ

ん

」
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豊

介

「

う

ん

」

 

昭

恵

「

別

れ

た

の

？

」

 

豊

介

「

別

れ

て

な

い

」

 

昭

恵

「

一

か

月

会

っ

て

な

い

な

ん

て

寂

し

い

じ

ゃ

な

い

」

 

豊

介
「

え

、
母

さ

ん

そ

う

い

う

タ

イ

プ

だ

っ

た

ん

だ

」 

昭

恵

「

女

だ

も

ん

」
 

豊

介

「

う

え

っ

」

 

 

○

元

子

の

実

家

・

和

室

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

茂

雄

の

授

業

中

。

 

 
 

 

文

代

、

ア

シ

ス

タ

ン

ト

。

 

茂

雄

「

え

ー

光

速

に

近

い

速

さ

で

動

く

と

、

そ

の

物

体

は

縮

ん

で

見

え

ま

す

。

が

、

動

い

て

い

る

物

体

か

ら

す

る

と

、

止

ま

っ

て

い

る

物

体

の

方

が

、

縮

ん

で

見

え

る

の

で

す

」

 

元

子

「

ん

ー

難

し

い

」

 

茂

雄

「

例

え

ば

、

ト

ン

ネ

ル

に

向

か

っ

て

走

っ

て

い

る

新

幹

線

、

そ

の

新

幹

線

の

乗

客

か

ら

す

る

と

、

ト

ン

ネ

ル

の

方

が

こ

っ

ち

に

近

づ

い

て

い

る

様
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に

見

え

る

こ

と

が

あ

る

だ

ろ

？

」

 

元

子

「

あ

ー

」

 

茂

雄

「

簡

単

に

言

え

ば

そ

う

い

う

事

だ

」

 

元

子

「

ま

ー

な

ん

と

な

く

は

、

掴

め

た

か

な

」

 

茂

雄

「

も

っ

と

簡

単

に

言

う

な

ら

ば

、

恋

み

た

い

な

も

ん

だ

」

 

元

子

「

え

？

」

 

茂

雄
「

若

い

頃

、
母

さ

ん

を

デ

ー

ト

に

誘

っ

た

時

は

、

も

は

や

誘

わ

れ

て

い

る

様

な

も

ん

だ

っ

た

か

ら

な

」

 

元

子

「

暇

だ

か

ら

授

業

付

き

合

っ

て

た

け

ど

、

そ

れ

は

マ

ジ

で

分

か

ん

な

い

」

 

文

代

「

さ

ぁ

ど

う

で

し

ょ

う

ね

」

 

元

子

「

親

の

馴

初

め

な

ん

て

聞

き

た

く

な

い

よ

」

 

 

○

岩

本

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

と

昭

恵

、

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。

 

昭

恵

「

さ

す

が

に

向

こ

う

で

男

で

き

た

ん

じ

ゃ

な

い

？

」

 

豊

介

「

や

め

ろ

よ

」
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昭

恵

「

連

絡

と

っ

て

る

の

？

」

 

豊

介

「

た

ま

に

」

 

昭

恵

「

な

ん

て

？

」

 

豊

介

「

最

初

は

『

ご

め

ん

』

っ

て

、

そ

し

た

ら

『

こ

っ

ち

も

ご

め

ん

』
っ

て

。
何

日

か

し

て
『

元

気

？

』

っ

て

聞

い

た

ら

『

元

気

だ

よ

』

っ

て

」

 

昭

恵

「

…
…

へ

ー

」
 

豊

介

「

何

だ

よ

」

 

昭

恵

「

二

人

で

盛

り

上

が

っ

た

後

に

、

謹

慎

く

ら

う

っ

て

ど

う

な

の

よ

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

昭

恵

「

お

さ

ま

り

が

悪

い

ね

」

 

豊

介

「

…
…

う

ん

」

 

昭

恵

「

嫌

い

に

は

な

っ

て

な

い

み

た

い

だ

け

ど

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

昭

恵

「

あ

ん

た

ど

ん

な

不

貞

行

為

し

た

の

？

」

 

豊

介

「

大

し

た

事

し

て

な

い

、

っ

て

か

聞

き

た

く

ね

ー

っ

て

言

っ

た

じ

ゃ

ね

ー

か

よ

」

 

 

○

元

子

の

実

家

・

和

室

(

夜

)
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元

子

、

茂

雄

の

授

業

中

。

 

 
 

 

文

代

、

ア

シ

ス

タ

ン

ト

。

 

茂

雄

「

か

の

有

名

な

ア

イ

ン

シ

ュ

タ

イ

ン

は

、

こ

の

難

解

な

相

対

性

理

論

を

、

男

の

子

に

説

明

す

る

際

に

こ

う

言

っ

た

と

い

う

。
『

君

が

可

愛

い

女

の

子

と

一

緒

に

い

る

時

間

は

あ

っ

と

い

う

間

に

過

ぎ

て

し

ま

う

だ

ろ

う

、

そ

う

い

う

事

だ

よ

』

と

」

 

元

子

「

何

回

も

聞

い

た

わ

そ

れ

」

 

茂

雄

「

ユ

ー

モ

ア

か

つ

シ

ン

プ

ル

、

素

晴

ら

し

い

」

 

元

子

「

確

か

に

少

し

は

面

白

か

っ

た

よ

、

宇

宙

の

話

と

か

双

子

の

パ

ラ

ド

ッ

ク

ス

と

か

。

た

だ

何

で

毎

回

、

物

理

の

授

業

す

る

の

？

説

教

し

た

り

『

も

う

す

る

な

よ

』

っ

て

注

意

し

た

り

、

言

わ

れ

た

こ

と

な

い

ん

だ

け

ど

私

、

門

限

破

っ

た

時

も

そ

う

だ

っ

た

し

。

結

局

こ

の

長

っ

た

ら

し

い

授

業

が

嫌

で

、

ち

ゃ

ん

と

門

限

守

る

よ

う

に

は

な

っ

た

け

ど

さ

」

 

茂

雄

「

…
…

物

体

は

、

速

く

動

く

と

重

く

な

る

」

 

元

子

「

…
…

え

？

」

 

茂

雄

「

だ

か

ら

光

の

速

さ

を

超

え

ら

れ

な

い

」

 

元

子

「

…
…

は

？

」
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茂

雄

「

光

速

に

近

づ

け

ば

近

づ

く

ほ

ど

、

質

量

が

増

え

て

し

ま

う

。

だ

か

ら

光

の

速

さ

を

超

え

ら

れ

な

い

」

 

元

子

「

は

い

は

い

、

も

う

い

い

っ

て

」

 

文

代

「

い

い

か

ら

聞

き

な

さ

い

」

 

元

子

「

…
…

」
 

茂

雄

「

た

だ

一

つ

だ

け

、

光

を

超

え

ら

れ

る

も

の

が

あ

る

」

 

文

代

「

ふ

ふ

っ

」

 

茂

雄

「

…
…

思

い

だ

」

 

元

子

「

…
…

ま

た

そ

ん

な

こ

と

言

っ

て

」
 

茂

雄

「

二

か

月

前

に

言

っ

た

事

覚

え

て

い

る

か

？

」

 

元

子

「

え

？

」

 

茂

雄

「

光

は

４

８

秒

で

一

年

」

 

元

子

「

あ

ー

、

そ

れ

ね

。

覚

え

て

る

」

 

茂

雄

「

今

二

か

月

前

の

こ

と

を

一

瞬

で

思

い

出

し

た

だ

ろ

？

」

 

元

子

「

う

ん

」

 

茂

雄

「

一

年

前

の

こ

と

だ

っ

て

、

４

８

秒

も

か

か

ら

ず

に

思

い

出

せ

る

」

 



41 

 

元

子

「

…
…

う

ん

」

 

茂

雄

「

光

す

ら

も

、

人

の

思

い

に

は

到

底

追

い

つ

け

な

い

」

 

文

代

「

美

し

い

わ

」

 

茂

雄

「

ま

し

て

や

、

そ

の

思

い

が

強

け

れ

ば

強

い

ほ

ど

に

だ

」

 

元

子

「

…
…

う

ん

」
 

茂

雄

「

だ

か

ら

私

は

物

理

の

授

業

を

す

る

」

 

 
 

 

少

し

の

間

。

 

元

子

「

は

ぁ

？

つ

ま

り

人

は

心

っ

て

わ

け

？

そ

ん

な

こ

と

分

か

っ

て

ま

す

け

ど

、

一

応

。

っ

て

か

実

際

に

速

く

動

け

る

わ

け

で

も

な

い

し

、

意

識

の

中

の

話

で

し

ょ

そ

れ

？

だ

か

ら

何

？

そ

れ

を

聞

い

て

ハ

ッ

と

し

て

一

歩

前

進

し

た

方

が

い

い

？

こ

こ

が

、

今

日

こ

の

時

が

人

生

の

タ

ー

ニ

ン

グ

ポ

イ

ン

ト

で

し

た

っ

て

言

っ

た

方

が

い

い

？

思

っ

た

方

が

い

い

？

難

し

い

話

に

ユ

ー

モ

ア

加

え

て

、

上

手

く

話

せ

て

る

つ

も

り

か

も

し

れ

な

い

け

ど

、

た

だ

の

こ

じ

つ

け

で

し

ょ

？

こ

っ

ち

は

職

場

で

キ

ス

し

て

ん

の

よ

、

ま

し

て

や

学

校

と

い

う

職

場

で

、
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教

職

者

と

い

う

立

場

で

。

恋

人

の

職

場

に

来

る

タ

イ

プ

の

男

と

か

マ

ジ

で

無

い

と

思

っ

て

た

け

ど

、

実

際

に

来

た

ら

ま

す

ま

す

無

い

と

思

っ

て

、

た

だ

そ

れ

が

プ

ロ

ポ

ー

ズ

っ

て

な

る

と

ち

ょ

っ

と

違

く

て

、

プ

ロ

ポ

ー

ズ

だ

っ

た

の

か

も

分

か

ん

な

い

け

ど

、

場

所

が

あ

い

つ

と

出

会

っ

た

場

所

だ

っ

た

か

ら

、

９

年

経

っ

て

ま

た

あ

の

学

校

に

戻

っ

て

き

た

か

ら

、

今

ま

で

の

嬉

し

か

っ

た

こ

と

と

、

今

ま

で

や

っ

て

き

た

こ

と

壊

し

ち

ゃ

っ

た

な

ぁ

と

、

職

場

の

人

に

ど

う

見

ら

れ

ん

の

か

な

ぁ

と

、

も

う

時

間

が

過

ぎ

て

も

過

ぎ

て

も

解

決

し

て

く

れ

な

い

、

一

瞬

で

過

去

に

戻

れ

る

な

ら

戻

り

た

い

わ

よ

！

」

 

 
 

 

出

て

い

く

元

子

。

 

文

代

「

…
…

」

 

茂

雄

「

…
…

ビ

ッ

グ

バ

ン

だ

」

 

文

代

「

殴

り

ま

す

よ

お

父

さ

ん

」

 

茂

雄

「

…
…

女

の

人

は

い

つ

怒

り

だ

す

か

わ

か

ら

な

い

」

 

 
 

 

文

代

、

出

て

い

こ

う

と

し

て

、

 

茂

雄

「

え

、

母

さ

ん

ま

で

？

」
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文

代

「

冷

え

る

の

で

、

上

着

を

持

っ

て

い

き

ま

す

」

 

茂

雄

「

お

、

そ

う

か

」

 

 
 

 

文

代

、

出

て

い

く

。

 

茂

雄

「
…
…

」

 

 

○

道

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

文

代

、

や

っ

て

き

て

元

子

に

上

着

を

渡

す

。

 

文

代

「

ま

だ

雪

残

っ

て

る

か

ら

気

を

付

け

て

」

 

元

子

「

…
…

あ

り

が

と

」

 

 
 

 

帰

っ

て

い

く

文

代

。

 

 

○

金

森

赤

レ

ン

ガ

倉

庫

・

前

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

歩

い

て

い

る

。

 

 

○

岩

本

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

と

昭

恵

、

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。

 

豊

介

「

上

着

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

出

し

と

い

て

」

 

昭

恵

「

は

い

よ

」

 

豊

介

「

も

う

仕

事

中

着

な

い

か

ら

さ

」
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昭

恵

「

昼

間

は

暖

か

く

な

っ

て

き

た

も

ん

ね

」

 

豊

介

「

う

ん

」

 

昭

恵

「

お

彼

岸

は

仕

事

？

」

 

豊

介

「

休

み

」

 

昭

恵

「

今

年

は

お

は

ぎ

作

ら

な

い

よ

」

 

豊

介

「

え

、

マ

ジ

で

？

」

 

昭

恵

「

あ

ん

こ

こ

ね

る

の

大

変

な

の

よ

」

 

豊

介

「

な

ら

仕

事

に

す

れ

ば

よ

か

っ

た

」

 

昭

恵

「

別

に

仕

事

の

後

で

も

食

べ

ら

れ

る

で

し

ょ

」

 

豊

介

「

…
…

親

父

の

墓

参

り

、

お

盆

だ

と

暑

く

て

行

く

気

に

な

ら

な

い

し

、

お

彼

岸

な

ら

ま

だ

、

お

は

ぎ

も

あ

る

し

」

 

昭

恵

「

買

っ

て

は

く

る

け

ど

、

お

店

の

や

つ

ね

」

 

豊

介

「

つ

ぶ

あ

ん

ね

」

 

昭

恵

「

分

か

っ

て

る

わ

よ

、

お

父

さ

ん

も

つ

ぶ

あ

ん

派

だ

っ

た

わ

ね

」

 

豊

介

「

つ

ぶ

あ

ん

し

か

無

か

っ

た

か

ら

で

し

ょ

」

 

昭

恵

「

私

が

つ

ぶ

あ

ん

好

き

だ

か

ら

ね

。

あ

の

人

は

ど

っ

ち

で

も

い

い

よ

っ

て

言

っ

て

た

け

ど

、

外

で

は

『

俺

は

つ

ぶ

あ

ん

し

か

食

べ

な

い

』

っ

て

言

っ
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て

た

わ

」

 

豊

介

「

な

に

そ

れ

」

 

昭

恵

「

要

は

亭

主

関

白

ぶ

っ

て

た

の

よ

、

嫁

が

俺

に

合

わ

せ

て

る

っ

て

」

 

豊

介

「

あ

ー

」

 

昭

恵

「

外

で

だ

け

ね

、

ダ

サ

い

で

し

ょ

」

 

豊

介

「

ダ

サ

い

な

」
 

昭

恵

「

…
…

あ

ん

た

も

ね

」
 

豊

介

「

…
…

な

に

が

よ

」

 

昭

恵

「

あ

っ

ち

は

ま

だ

寒

い

ん

だ

ろ

ー

ね

、

誰

か

に

暖

め

て

ほ

し

い

だ

ろ

ー

ね

」

 

豊

介

「

や

め

ろ

よ

」

 

昭

恵

「

喧

嘩

も

で

き

な

い

で

」

 

豊

介

「

い

や

」

 

昭

恵

「

う

じ

う

じ

う

じ

う

じ

と

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

昭

恵

「

時

間

さ

え

経

て

ば

、

な

ん

と

か

な

る

と

思

っ

て

る

」

 

豊

介

「

別

に

う

じ

う

じ

し

て

ね

ー

し

」

 

昭

恵

「

ふ

ー

ん

」
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豊

介

「

負

い

目

は

あ

る

よ

、

そ

り

ゃ

ー

ね

。

向

こ

う

は

努

力

し

て

教

師

に

な

っ

た

ん

だ

ろ

ー

し

。

そ

れ

を

な

ん

つ

ー

か

、

壊

し

ち

ゃ

っ

た

と

い

う

か

。

こ

の

ご

時

世

に

あ

ん

な

こ

と

し

た

ら

、

ど

う

な

る

か

分

か

っ

て

た

だ

ろ

う

に

。

で

も

な

ん

か

さ

、

そ

の

当

時

聞

い

て

た

音

楽

と

か

聞

い

た

ら

、

そ

ん

時

の

事

思

い

出

す

、

み

た

い

な

事

あ

ん

じ

ゃ

ん

？

そ

れ

と

一

緒

で

さ

」

 

昭

恵

「

(

遮

っ

て

)

本

当

に

ダ

サ

い

男

だ

ね

！

」

 

豊

介

「

…
…

え

？

」

 

昭

恵

「

元

子

ち

ゃ

ん

は

教

師

と

し

て

の

今

後

も

悩

ん

で

る

と

思

う

。

だ

け

ど

ね

、

そ

う

い

う

こ

と

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

？

」

 

豊

介

「

…
…

ど

う

い

う

こ

と

？

」

 

昭

恵

「

知

ら

な

い

わ

よ

！

」

 

豊

介

「

え

ぇ

ぇ

？

」

 

昭

恵

「

あ

ん

た

の

親

父

が

居

な

く

な

っ

て

、

居

な

く

な

る

と

ね

、

良

い

男

に

な

っ

ち

ゃ

う

の

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

昭

恵

「

で

も

今

の

あ

ん

た

は

、

元

子

ち

ゃ

ん

か

ら

居
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な

く

な

っ

た

の

に

、

ダ

サ

い

男

の

ま

ん

ま

だ

よ

」

 

豊

介

「

居

な

く

な

っ

た

の

は

元

子

の

方

で

し

ょ

」

 

昭

恵

「

だ

ま

ら

っ

し

ゃ

い

！

」

 

豊

介

「

無

茶

苦

茶

じ

ゃ

ん

」

 

昭

恵

「

こ

れ

だ

か

ら

実

家

暮

ら

し

の

２

７

歳

は

、

い

い

か

ら

、

…
…

ハ

チ

ャ

メ

チ

ャ

に

抱

い

て

や

ん

な

さ

い

よ

！

」

 

豊

介

「

あ

ぁ

ぁ

も

う

！

」
 

 
 

 

豊

介

、

出

て

い

く

。

 

昭

恵

「

さ

っ

さ

と

出

て

い

け

」

 

 

○

道

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

鈴

木

ち

か

(

２

７

)

、

自

販

機

で

飲

み

物

を

買

っ

て

い

て

、

 

豊

介

「

あ

」

 

鈴

木

「

あ

れ

、

岩

本

」

 

豊

介

「

お

う

」

 

鈴

木

「

久

し

ぶ

り

」

 

豊

介

「

久

し

ぶ

り

」
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鈴

木

「

何

し

て

ん

の

？

」

 

豊

介

「

ん

ま

ぁ

、

散

歩

」

 

鈴

木

「

…
…

」

 

豊

介

「

あ

、

そ

っ

ち

は

？

」

 

鈴

木

「

な

に

そ

れ

、

ち

ょ

っ

と

寒

く

て

」

 

 
 

 

と

、

お

茶

を

見

せ

る

。

 

豊

介

「

そ

う

？

」

 

鈴

木

「

夜

は

ま

だ

冷

え

る

な

っ

て

」

 

豊

介

「

家

に

居

り

ゃ

い

い

の

に

」
 

鈴

木

「

ち

ょ

っ

と

買

い

忘

れ

た

も

ん

あ

っ

て

、

出

る

時

は

気

付

か

な

く

て

さ

、

寒

い

な

ん

て

」
 

豊

介

「

ま

、

お

気

を

つ

け

て

」

 

鈴

木

「

ふ

ふ

っ

、

あ

ん

た

も

ね

」

 

豊

介

「

何

そ

の

言

い

方

」

 

鈴

木

「

大

丈

夫

だ

っ

て

、

私

し

か

知

ら

な

い

か

ら

、

じ

ゃ

ね

」

 

 
 

 

鈴

木

、

去

っ

て

い

く

。

 

豊

介

「

あ

ぁ

ぁ

ぁ

」

 

 
 

 

と

、

空

を

見

上

げ

る

豊

介

。
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○

横

浜

赤

レ

ン

ガ

倉

庫

・

前

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

歩

い

て

い

る

。

 

 

○

金

森

赤

レ

ン

ガ

倉

庫

・

前

(

夜

)
 

 
 

 
元

子

、

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

 

立

ち

止

ま

り

、

携

帯

を

見

る

。

 

元

子

「

は

ぁ

ー

」

 

 
 

 

着

信

が

入

っ

て

、
 

元

子

「

え

っ

、

も

し

も

し

」

 

 
 

 

と

、

電

話

に

出

る

。

 

豊

介

の

声

「

も

し

も

し

」

 

元

子

「

は

い

、

何

で

し

ょ

う

」

 

豊

介

の

声

「

い

や

、

別

に

」

 

元

子

「

あ

、

そ

う

で

す

か

」

 

豊

介

の

声

「

そ

っ

ち

寒

い

？

」

 

元

子

「

う

ん

、

め

っ

ち

ゃ

寒

い

」

 

豊

介

の

声

「

ま

だ

雪

あ

ん

の

？

」

 

元

子

「

ち

ょ

っ

と

ね

」

 

豊

介

の

声

「

こ

っ

ち

も

、

や

っ

ぱ

り

少

し

寒

い

わ

」

 

元

子

「

や

っ

ぱ

り

？

」
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豊

介

の

声

「

う

ん

、

や

っ

ぱ

り

寒

い

」

 

元

子

「

そ

う

」

 

豊

介

の

声

「

今

赤

レ

ン

ガ

散

歩

し

て

る

ん

だ

」

 

元

子

「

え

、

嘘

？

私

も

赤

レ

ン

ガ

散

歩

し

て

る

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)
横

浜

赤

レ

ン

ガ

倉

庫

・

前

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

電

話

し

な

が

ら

歩

い

て

い

る

。

 

豊

介

「

え

、

本

当

？

」

 

 
 

 

辺

り

を

見

回

す

豊

介

。
 

元

子

の

声

「

う

ん

、

こ

っ

ち

の

赤

レ

ン

ガ

も

負

け

て

な

い

よ

」

 

豊

介

「

ん

？

あ

ー

そ

う

い

え

ば

あ

る

っ

て

言

っ

て

た

ね

」

 

元

子

の

声

「

あ

れ

来

た

事

な

か

っ

た

っ

け

？

」

 

豊

介

「

う

ん

、

聞

い

た

だ

け

」

 

元

子

の

声

「

去

年

は

…
…

そ

っ

か

、

ラ

ー

メ

ン

食

べ

に

行

っ

た

ん

だ

」

 

豊

介

「

う

ん

、

し

か

も

定

休

日

で

や

っ

て

な

い

っ

て

い

う

ね

」

 

元

子

の

声

「

そ

う

そ

う

」
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豊

介

「

味

噌

ラ

ー

メ

ン

か

と

思

っ

た

ら

、

豚

骨

ラ

ー

メ

ン

紹

介

し

た

い

と

か

」

 

元

子

の

声

「

い

や

ー

あ

の

味

は

本

当

に

食

べ

て

欲

し

い

、

め

っ

ち

ゃ

美

味

し

い

か

ら

」

 

豊

介
「

ラ

ー

メ

ン

は

こ

っ

ち

も

負

け

て

な

い

け

ど

ね

」 

元

子

の

声

「

え

ー

そ

う

な

の

？

地

元

出

て

か

ら

、

あ

ん

ま

り

食

べ

な

く

な

っ

ち

ゃ

っ

た

か

ら

。

な

ん

て

い

う

か

な

、

味

と

い

う

か

、

こ

の

寒

い

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

で

食

べ

る

の

が

良

い

ん

だ

よ

ね

」

 

豊

介

「

確

か

に

そ

れ

は

あ

り

そ

う

」
 

元

子

の

声

「

寒

い

の

嫌

だ

け

ど

、

帰

る

た

び

に

食

べ

た

く

な

っ

ち

ゃ

う

」

 

豊

介

「

美

味

し

か

っ

た

？

」

 

元

子

の

声

「

う

う

ん

、

ま

だ

食

べ

て

な

い

」

 

 

○

(

戻

っ

て

)

金

森

赤

レ

ン

ガ

倉

庫

・

前

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

電

話

し

な

が

ら

歩

い

て

い

る

。

 

豊

介

の

声

「

…
…

そ

っ

か

、

っ

て

か

何

し

て

た

の

？

ず

っ

と

二

か

月

間

実

家

に

居

た

の

？

旅

行

と

か

行

っ

て

な

い

の

？

」
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元

子

「

謹

慎

中

だ

よ

私

、

旅

行

な

ん

て

行

く

わ

け

な

い

じ

ゃ

ん

」

 

豊

介

の

声

「

そ

う

だ

け

ど

さ

、

友

達

と

遊

ん

だ

り

と

か

、

色

々

あ

ん

じ

ゃ

ん

」

 

元

子

「

な

ん

も

し

て

な

い

よ

、

し

い

て

言

う

な

ら

勉

強

し

て

た

」
 

豊

介

の

声

「

勉

強

？

何

の

？

」

 

元

子

「

物

理

の

」

 

豊

介

の

声

「

物

理

？

何

で

？

ど

う

い

う

事

？

」

 

元

子

「

お

父

さ

ん

物

理

教

師

だ

か

ら

」
 

豊

介

の

声

「

え

？

ま

ぁ

う

ん

、

そ

う

で

す

か

」

 

元

子

「

そ

っ

ち

は

何

し

て

た

の

？

」

 

豊

介

の

声

「

い

つ

も

通

り

よ

」

 

元

子

「

そ

う

で

す

か

」

 

豊

介

の

声

「

興

味

な

」

 

元

子

「

な

ん

か

想

像

つ

く

も

ん

だ

っ

て

」

 

豊

介

の

声
「

そ

う

？

ま

ぁ

で

も

、
反

省

は

し

て

る

よ

」 

元

子

「

う

ん

、

私

も

」

 

豊

介

の

声

「

…
…

あ

、

観

覧

車

で

も

乗

ろ

う

か

な

」

 

元

子

「

い

き

な

り

ど

う

し

た

の

？

」
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豊

介

の

声

「

近

づ

い

て

き

た

、

観

覧

車

が

」

 

元

子

「

…
…

近

く

歩

い

て

る

だ

け

で

し

ょ

？

」

 

豊

介

の

声

「

錯

覚

す

る

ぐ

ら

い

で

か

く

て

さ

」

 

元

子

「

普

通

そ

う

い

う

の

っ

て

さ

、

大

人

に

な

っ

て

か

ら

見

た

ら

、

小

さ

く

感

じ

る

も

の

じ

ゃ

な

い

の

？

」

 

豊

介

の

声
「

地

元

民

は

意

外

と

乗

ら

な

い

ん

だ

よ

ね

、

小

っ

ち

ゃ

い

頃

乗

っ

て

以

降

は

。

だ

か

ら

遠

く

か

ら

見

て

ば

っ

か

だ

っ

た

か

ら

、

忘

れ

て

た

わ

、

こ

ん

な

に

で

か

か

っ

た

ん

だ

ー

っ

て

」
 

元

子

「

そ

う

い

え

ば

大

学

で

そ

っ

ち

行

っ

た

時

す

ぐ

に

乗

っ

た

、

友

達

と

」

 

豊

介

の

声
「

観

覧

車

は

敵

わ

な

い

べ

、
こ

っ

ち

に

は

」 

元

子

「

う

ん

、

い

や

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

、

あ

る

わ

観

覧

車

」

 

豊

介

の

声

「

嘘

つ

け

」

 

元

子

「

う

う

ん

嘘

じ

ゃ

な

い

よ

、

日

本

最

古

の

観

覧

車

」

 

豊

介

の

声

「

日

本

最

古

？

」

 

元

子

「

私

も

子

供

の

頃

乗

っ

て

以

降

乗

っ

て

な

い

、
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一

緒

に

乗

ろ

う

？

忘

れ

て

た

、

一

緒

に

乗

ろ

う

よ

観

覧

車

」

 

豊

介

の

声

「

え

っ

？

」

 

元

子

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

て

」

 

 
 

 
と

、

電

話

を

切

り

走

り

出

す

元

子

。

 

 

○

よ

こ

は

ま

コ

ス

モ

ワ

ー

ル

ド

・

入

口

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

携

帯

を

見

な

が

ら

、

 

豊

介

「

な

ん

だ

よ

」

 

 
 

 

と

、

園

内

に

入

っ

て

行

く

。
 

 

○

函

館

・

青

柳

坂

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

走

っ

て

い

る

。

 

 

○

函

館

公

園

こ

ど

も

の

く

に

・

入

口

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

、

辿

り

着

く

。

 

元

子
「

は

ぁ

は

ぁ

、
っ

て

、
や

っ

て

る

わ

け

な

い

か

」 

 
 

 

元

子

、

地

面

に

四

つ

ん

這

い

に

な

る

。

 

元

子

「

し

か

も

、

は

ぁ

は

ぁ

、

冬

は

営

業

し

て

な

い

ん

だ

っ

た

」
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元

子

、

園

内

に

背

を

向

け

て

柵

に

寄

り

か

か

る

。

 

元

子

「

あ

ー

疲

れ

た

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

に

電

話

を

掛

け

る

。

 

 

○

大

観

覧

車

・

乗

車

入

口

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

立

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

着

信

が

鳴

り

、

電

話

に

出

る

豊

介

。

 

豊

介

「

も

し

も

し

」

 

元

子

の

声

「

は

ぁ

は

ぁ

」

 

豊

介

「

何

？

」

 

元

子

の

声

「

着

い

た

よ

、

何

？

も

し

も

し

」

 

豊

介

「

大

丈

夫

？

乗

っ

ち

ゃ

う

よ

？

」

 

元

子

の

声

「

い

い

よ

、

早

く

乗

っ

て

」

 

豊

介

「

な

ん

だ

よ

」

 

 
 

 

と

、

ゴ

ン

ド

ラ

に

乗

り

込

む

豊

介

。

 

 

○

同

・

ゴ

ン

ド

ラ

内

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

、

座

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

ゴ

ン

ド

ラ

の

ド

ア

が

閉

ま

る

。
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周

り

の

雑

音

が

消

え

、

一

気

に

静

か

に

な

る

車

内

。

 

 

○

函

館

公

園

こ

ど

も

の

く

に

・

入

口

(

夜

)
 

 
 

 
元

子

、

柵

に

寄

り

か

か

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

突

然

目

の

前

が

明

る

く

照

ら

さ

れ

る

。

 

 
 

 

振

り

返

る

元

子

。

 

 
 

 

園

内

が

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

さ

れ

て

い

る

。

 

元

子

「

…
…

え

？

」

 

豊

介

の

声

「

早

く

入

ろ

う

よ

」

 

 
 

 

横

を

見

る

元

子

。

 

 
 

 

そ

こ

に

は

豊

介

の

姿

が

、

 

豊

介

「

早

く

い

こ

ー

ぜ

」

 

元

子

「

う

ん

」

 

 
 

 

入

っ

て

行

く

二

人

。

 

 

○

同

・

園

内

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

と

豊

介

、

二

人

だ

け

の

園

内

で

は

し

ゃ

い

で

い

る

。

 

 
 

 

豊

介

、

ベ

ン

チ

で

休

ん

で

い

る

。
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元

子

、

走

っ

て

く

る

。

 

 
 

 

そ

れ

を

見

て

い

る

豊

介

。

 

 
 

 

元

子

、

来

て

、

 

豊

介

「

あ

れ

、

な

ん

か

痩

せ

た

？

」

 

元

子

「

痩

せ

て

な

い

よ

、

実

家

に

居

て

む

し

ろ

太

っ

た

」

 

豊

介

「

そ

う

？

今

な

ん

か

キ

ュ

ッ

て

な

っ

て

た

よ

」

 

元

子

「

ん

な

わ

け

な

い

で

し

ょ

、

ほ

ら

次

い

こ

」

 

 
 

 

豊

介

を

引

っ

張

る

元

子

。
 

 
 

 

元

子

、

上

着

を

脱

い

で

誘

惑

す

る

。

 

 
 

 

豊

介

、

負

け

じ

と

誘

惑

す

る

。

 

 
 

 

円

の

軌

道

上

を

と

っ

て

、

相

手

と

対

面

に

な

っ

て

ゆ

っ

く

り

と

移

動

す

る

二

人

。

お

互

い

に

挑

発

し

誘

惑

し

合

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

と

、

元

子

の

道

が

行

き

止

ま

り

。

 

 
 

 

豊

介

、

止

ま

っ

た

元

子

に

ゆ

っ

く

り

と

近

づ

い

て

い

く

。

 

元

子

Ｍ

「

あ

れ

、

あ

ん

な

に

ス

ラ

っ

と

し

て

た

っ

け

？

」

 

 
 

 

豊

介

、
ダ

サ

い

ダ

ン

ス

を

し

な

が

ら

も

、
徐

々
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に

元

子

に

近

づ

い

て

い

く

。

 

元

子

Ｍ

「

待

っ

て

！

あ

そ

こ

が

、

あ

い

つ

の

あ

そ

こ

が

、

あ

ん

な

に

盛

り

上

が

っ

て

」

 

 
 

 

豊

介

、

G
L

A
Y

の

T
E

R
U

ば

り

に

両

手

を

広

げ

る

。

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

に

抱

き

つ

く

。

 

元

子

「

あ

ぁ

ぁ

ぁ

ん

！

」

 

 

○

大

観

覧

車

・

外

観

(

夜

)
 

 
 

 

ゴ

ン

ド

ラ

が

一

つ

だ

け

揺

れ

て

い

る

。

 

 

○

(

戻

っ

て

)

函

館

公

園

こ

ど

も

の

く

に

・

園

内

(
夜

)
 

 
 

 

二

人

の

男

女

が

激

し

く

乱

れ

合

う

影

が

映

る

。 

 

○

函

館

公

園

こ

ど

も

の

く

に

・

園

内

 

 
 

 

営

業

再

開

初

日

、

た

く

さ

ん

の

家

族

連

れ

で

賑

わ

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

元

子

、
近

く

を

通

り

、
子

供

達

を

見

て

い

る

。

 

 
 

 

す

る

と

、

吐

き

そ

う

に

な

る

元

子

。

 

元

子

「

え

…
…

う

そ

？

」
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○

元

子

の

実

家

・

和

室

 

 
 

 

元

子

、

テ

ー

ブ

ル

を

挟

ん

で

茂

雄

と

文

代

、

座

っ

て

い

る

。

 

元

子

「

妊

娠

し

た

か

も

」

 

茂

雄

「

…
…

」
 

文

代

「

…
…

病

院

は

行

っ

た

の

？

」

 

元

子

「

ま

だ

、

で

も

多

分

そ

う

」

 

茂

雄

「

…
…

」

 

文

代

「

…
…

ち

な

み

に

お

相

手

は

」
 

元

子

「

…
…

」

 

茂

雄

「

そ

の

男

連

れ

て

こ

い

！

」

 

 

○

岩

本

宅

・

リ

ビ

ン

グ

(

朝

)
 

 
 

 

豊

介

と

昭

恵

、

朝

食

を

食

べ

て

い

る

。

 

豊

介

「

函

館

に

行

っ

て

く

る

」

 

昭

恵

「

そ

う

か

い

」

 

 
 

 

豊

介

、

無

心

で

ご

飯

を

頬

張

る

。

 

昭

恵

「

私

の

と

ろ

ろ

も

食

べ

て

い

い

よ

」

 

豊

介

「

あ

り

が

と

」
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○

新

幹

線

・

車

内

 

 
 

 

豊

介

、

座

っ

て

い

る

。

 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

  
 

 

豊

介

、

座

っ

て

い

る

。

 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

  
 

 

周

り

の

乗

客

は

皆

寝

て

い

る

。

 

 
 

 

豊

介

、

起

き

て

い

る

。

 

  
 

 
×

 
×

 
×

 

  
 

 

豊

介

、

座

っ

て

い

る

。

 

豊

介

「

…
…

妊

娠

？

」

 

 

○

函

館

駅

 

 
 

 

駅

か

ら

出

て

く

る

豊

介

。
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○

ラ

ー

メ

ン

屋

・

外

観

 

 
 

 

暖

簾

を

く

ぐ

る

豊

介

。

 

 

○

同

・

店

内
 

 
 

 

ご

夫

婦

で

営

ん

で

い

る

お

店

。

 

 
 

 

豊

介

、

豚

骨

ラ

ー

メ

ン

を

食

べ

て

い

る

。

 

妻

「

お

兄

さ

ん

見

な

い

顔

ね

」

 

豊

介

「

い

や

、

自

分

は

不

器

用

な

ん

で

」

 

 
 

 

豊

介

、

ラ

ー

メ

ン

を

完

食

し

、

水

を

飲

み

干

し

て

、

 

豊

介

「

ご

ち

そ

う

さ

ん

」

 

 
 

 

と

、

店

を

出

る

豊

介

。

 

妻

「

…
…

あ

れ

ど

う

い

う

意

味

？

」

 

夫

「

さ

ぁ

」

 

 

○

函

館

・

八

幡

坂

(

夕

)
 

 
 

 

豊

介

、

上

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

先

に

は

元

子

の

姿

が

、

 

 
 

 

立

ち

止

ま

る

豊

介

。
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豊

介

「

久

し

ぶ

り

」

 

元

子

「

久

し

ぶ

り

」

 

豊

介

「

確

認

な

ん

だ

け

ど

さ

…
…

、

そ

こ

ま

で

の

久

し

ぶ

り

じ

ゃ

な

い

よ

ね

？

」

 

元

子

「

私

も

そ

う

思

っ

て

た

」

 

豊

介

「

…
…

し

、

し

て

た

よ

ね

？

小

さ

い

遊

園

地

み

た

い

な

所

で

」

 

元

子

「

…
…

う

ん

」

 

豊

介

「

お

か

し

い

の

分

か

っ

て

る

け

ど

さ

、

二

人

だ

け

だ

っ

た

よ

ね

。

ネ

ッ

ト

で

見

た

け

ど

『

こ

ど

も

の

く

に

』

っ

て

言

う

ん

で

し

ょ

？

俺

行

っ

た

こ

と

も

な

い

の

に

、

ハ

ッ

キ

リ

と

覚

え

て

て

さ

」
 

元

子

「

う

ん

、

電

話

で

言

っ

て

た

日

本

最

古

の

観

覧

車

が

あ

る

所

」

 

豊

介

「

そ

う

そ

れ

、

日

本

最

古

の

っ

て

書

い

て

あ

っ

た

」

 

元

子

「

…
…

未

だ

に

信

じ

ら

れ

な

い

け

ど

」

 

豊

介
「

そ

の

上

着

、
あ

の

時

着

て

た

や

つ

で

し

ょ

？

」 

元

子

「

…
…

違

う

し

」

 

豊

介

「

え

？

」
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元

子

「

あ

の

時

は

も

っ

と

大

き

な

上

着

着

て

た

で

し

ょ

？

」

 

豊

介

「

そ

う

だ

っ

け

？

で

も

黒

だ

っ

た

よ

ね

？

」

 

元

子

「

う

ん

黒

だ

っ

た

よ

、

で

も

今

み

た

い

に

ピ

タ

ッ

と

し

た

の

じ

ゃ

な

く

て

、

ボ

タ

っ

と

し

た

の

だ

っ

た

よ

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

元

子

「

豊

介

は

ジ

ー

パ

ン

に

Ｔ

シ

ャ

ツ

で

し

ょ

？

黒

の

」

 

豊

介

「

い

や

、

グ

レ

ー

の

Ｔ

シ

ャ

ツ

」
 

元

子

「

…
…

そ

れ

は

暗

く

て

分

か

ら

な

い

」
 

豊

介

「

う

ん

、

そ

れ

は

し

ゃ

ー

な

い

」

 

 
 

 

少

し

の

間

。

 

元

子

「

じ

ゃ

な

く

て

！

」

 

 
 

 

豊

介

、

ま

た

上

り

始

め

る

。

 

豊

介

「

夢

じ

ゃ

な

い

か

な

と

思

っ

た

け

ど

、

確

か

な

感

触

が

あ

っ

た

」

 

元

子

「

誰

も

触

れ

ら

れ

な

い

よ

う

な

、

立

ち

入

る

こ

と

も

で

き

な

い

よ

う

な

、

大

げ

さ

じ

ゃ

な

く

、

そ

ん

な

感

じ

だ

っ

た

」
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豊

介

「

俺

、

観

覧

車

の

中

で

寝

て

て

、

気

付

い

た

ら

一

周

し

て

て

、

店

員

さ

ん

に

起

こ

さ

れ

て

、

そ

し

た

ら

ま

た

横

浜

に

戻

っ

て

て

」

 

元

子

「

私

も

、

気

づ

い

た

ら

く

し

ゃ

み

し

て

て

、

気

付

い

た

ら

上

着

脱

い

で

て

」

 

豊

介

「

…
…

お

父

さ

ん

、

怒

っ

て

る

？

」

 

元

子

「

め

っ

ち

ゃ

怒

っ

て

る

『

ど

う

い

う

こ

と

だ

』

っ

て

」

 

豊

介

「

何

て

説

明

し

た

ら

い

い

の

？

」

 

元

子

「

分

か

ん

な

い

よ

」

 

豊

介

「

そ

も

そ

も

説

明

し

な

く

て

、

と

い

う

か

、

妊

娠

し

て

、

事

の

経

緯

話

す

人

な

ん

か

居

な

い

か

」

 

元

子

「

…
…

さ

っ

き

病

院

に

行

っ

て

き

た

」

 

豊

介

「

先

生

何

て

言

っ

て

た

？

」

 

元

子

「

…
…

簡

単

に

言

う

と

」

 

豊

介

「

う

ん

」

 

元

子

「

…
…

想

像

妊

娠

だ

っ

て

」

 

 
 

 

豊

介

、

元

子

の

前

に

辿

り

着

く

。

 

豊

介

「

…
…

え

？

」

 

元

子

「

…
…

」
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豊

介

「

…
…

え

、

ど

う

い

う

事

？

」

 

元

子

「

妊

娠

し

て

な

い

っ

て

こ

と

」

 

豊

介

「

…
…

で

も

、

し

た

よ

ね

？

感

触

あ

っ

た

よ

ね

？

」

 

元

子

「

し

た

よ

、

で

も

イ

コ

ー

ル

妊

娠

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

？

」

 

豊

介

「

そ

り

ゃ

そ

う

だ

け

ど

」

 

元

子

「

私

に

も

分

か

る

よ

、

し

た

っ

て

こ

と

。

っ

て

か

二

人

に

し

か

分

か

ら

な

い

よ

あ

ん

な

こ

と

。

た

だ

妊

娠

は

し

て

な

い

っ

て

さ

、

お

医

者

さ

ん

が

言

っ

て

た

」

 

豊

介

「

…
…

そ

っ

か

、

身

体

は

大

丈

夫

な

の

？

」
 

元

子

「

う

ん

、

全

然

」

 

豊

介

「

良

か

っ

た

」

 

元

子

「

だ

か

ら

余

計

ど

う

や

っ

て

説

明

し

よ

う

か

な

っ

て

、

恥

ず

か

し

い

し

」

 

豊

介

「

…
…

俺

に

任

せ

ろ

」

 

 

○

元

子

の

実

家

・

和

室

(

夜

)
 

 
 

 

元

子

と

豊

介

、

テ

ー

ブ

ル

を

挟

ん

で

茂

雄

と
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文

代

、

座

っ

て

い

る

。

 

茂

雄

「

ん

、

ん

っ

、

お

ほ

ん

」

 

文

代

「

お

父

さ

ん

、

も

う

」

 

元

子

「
…
…

」

 

豊

介

「

娘

さ

ん

を

僕

に

下

さ

い

」

 

元

子

「

え

？

」
 

茂

雄

「

…
…

そ

の

前

に

、

話

さ

な

き

ゃ

い

け

な

い

事

が

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

？

」

 

文

代

「

色

々

と

唐

突

ね

」

 

茂

雄

「

(

文

代

に

)

考

え

て

も

み

ろ

、

こ

っ

そ

り

と

二

人

で

会

っ

て

、

こ

っ

ち

に

来

た

の

に

挨

拶

も

な

し

と

は

考

え

ら

れ

ん

。

(

豊

介

に

)

弄

ば

な

い

で

も

ら

っ

て

い

い

か

な

？

う

ち

の

元

子

を

」

 

元

子

「

そ

ん

な

言

い

方

」

 

豊

介

「

弄

ば

れ

た

の

は

こ

っ

ち

の

方

で

す

」

 

茂

雄

「

な

っ

…
…

こ

い

つ

」

 

豊

介

「

僕

は

、

元

子

さ

ん

が

教

え

て

い

る

生

徒

の

一

人

で

し

た

」

 

茂

雄

「

…
…

」

 

文

代

「

…
…

そ

う

だ

っ

た

の

？

」
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元

子

「

う

ん

、

で

も

卒

業

し

て

か

ら

ね

、

付

き

合

っ

た

の

は

」

 

豊

介

「

最

初

に

僕

を

、

大

人

の

世

界

に

、

新

世

界

に

連

れ

て

っ

て

く

れ

ま

し

た

」

 

元

子

「

ち

ょ

、

何

言

っ

て

ん

の

？

や

め

て

。

お

父

さ

ん

私

実

は

ね

」
 

豊

介

「

(

遮

っ

て

)
僕

に

無

い

も

の

を

元

子

さ

ん

は

持

っ

て

い

ま

す

！

料

理

が

で

き

な

い

、

音

楽

が

分

か

ら

な

い

、

電

車

の

乗

継

が

分

か

ら

な

い

、

風

邪

ひ

い

た

時

に

何

科

に

行

っ

た

ら

い

い

か

分

か

ら

な

い

、

検

査

結

果

の

陽

性

陰

性

っ

て

、

ど

っ

ち

が

患

っ

て

る

方

か

全

然

分

か

ら

な

い

！

全

部

、

元

子

さ

ん

が

教

え

て

く

れ

ま

し

た

」

 

元

子

「

…
…

そ

れ

は

別

に

」

 

文

代

「

(

元

子

に

)

黙

っ

て

な

さ

い

」

 

茂

雄

「

…
…

君

は

ど

う

な

ん

だ

？

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

茂

雄

「

君

は

い

っ

た

い

何

が

で

き

る

？

元

子

の

為

に

何

が

で

き

る

？

」

 

豊

介

「

…
…

何

も

で

き

ま

せ

ん

」
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茂

雄

「

ほ

ら

な

、

夫

婦

っ

て

い

う

の

は

、

お

互

い

を

補

い

合

い

、

助

け

合

い

な

が

ら

歩

ん

で

い

く

も

ん

だ

。

君

は

真

面

目

で

、

仕

事

熱

心

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、

そ

れ

だ

け

で

一

緒

に

生

活

で

き

る

ほ

ど

、

世

の

中

は

甘

く

な

い

」

 

豊

介

「

分

か

っ

て

ま

す

」

 

茂

雄

「

い

や

、

分

か

っ

て

な

い

」

 

豊

介

「

僕

に

で

き

る

こ

と

な

ん

て

、

こ

れ

っ

ぽ

っ

ち

も

な

い

…
…

た

だ

一

緒

な

ら
…
…

、

一

緒

な

ら

で

き

る

こ

と

が

あ

る

。

僕

達

は

」

 

 
 

 

豊

介

と

元

子

、

二

人

で

、

 

二

人

「

二

人

な

ら

時

空

を

超

え

ら

れ

る

！

」

 

茂

雄

「

…
…

」

 

文

代

「

…
…

」

 

豊

介

「

だ

か

ら

妊

娠

し

た

ん

だ

！

」

 

元

子

「

い

や

、

妊

娠

し

て

な

か

っ

た

の

実

は

！

」

 

 
 

 

少

し

の

間

。

 

茂

雄

「

こ

い

つ

…
…

で

き

る

」

 

文

代

「

ふ

ふ

っ

」
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○

函

館

公

園

こ

ど

も

の

く

に

・

前

(

夜

)
 

 
 

 

豊

介

と

元

子

、

歩

い

て

い

る

。

 

元

子

「

な

に

が

俺

に

任

せ

ろ

よ

」

 

豊

介

「

ご

め

ん

」

 

元

子

「

ま

っ

、

結

果

オ

ー

ラ

イ

か

」

 

豊

介

「

な

ん

と

か

」

 

 
 

 

観

覧

車

が

見

え

る

。

 

元

子

「

あ

、

あ

れ

あ

れ

ー

日

本

最

古

の

観

覧

車

」

 

豊

介
「

へ

ー

あ

れ

か

ー

、
っ

て

見

た

こ

と

あ

っ

た

わ

」 

元

子

「

そ

う

だ

っ

た

」

 

豊

介

「

こ

ど

も

の

く

に

、

一

番

し

ち

ゃ

い

け

な

い

所

で

し

ち

ゃ

っ

た

ね

」

 

元

子

「

う

ん

、

そ

う

だ

ね

」

 

豊

介

「

意

外

と

で

か

い

よ

ね

、

観

覧

車

」

 

元

子

「

そ

う

？

私

は

こ

ん

な

に

小

さ

か

っ

た

ん

だ

ー

っ

て

思

っ

ち

ゃ

う

」

 

豊

介

「

感

じ

方

逆

だ

ね

」

 

元

子

「

変

な

の

」

 

豊

介

「

あ

、

学

校

ど

う

な

っ

た

？

」

 

元

子

「

系

列

の

、

別

の

学

校

に

移

動

だ

っ

て

さ

」
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豊

介

「

そ

っ

か

」

 

元

子

「

そ

ろ

そ

ろ

そ

っ

ち

戻

る

か

」

 

豊

介

「

…
…

一

緒

に

住

ん

じ

ゃ

う

？

」

 

元

子

「

そ

れ

言

お

う

と

思

っ

て

た

」

 

豊

介

「

は

は

っ

、

じ

ゃ

ぁ

決

定

ね

」

 

元

子

「

う

ん

」
 

 
 

 

元

子

、

立

ち

止

ま

る

。

 

 
 

 

少

し

し

て

振

り

返

る

豊

介

。

 

豊

介

「

ん

、

ど

う

し

た

？

」

 

元

子

「

凄

い

こ

と

言

っ

て

い

い

？

」
 

豊

介

「

ん

？

お

う

」

 

元

子

「

す

っ

ご

い

し

た

く

な

っ

て

き

た

」

 

豊

介

「

…
…

何

言

っ

て

ん

の

？

」

 

元

子

「

す

っ

ご

い

、

す

ー

ー

ー

っ

ご

い

し

た

く

な

っ

て

き

た

」

 

豊

介

「

え

、

今

？

」

 

元

子

「

…
…

欲

し

い

」

 

豊

介

「

え

ぇ

ぇ

ぇ

？

」

 

 
 

 

元

子

、
ゆ

っ

く

り

と

豊

介

に

近

づ

い

て

い

く

。 

 
 

 

周

り

を

気

に

す

る

豊

介

。
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元

子

、

さ

ら

に

近

づ

い

て

い

く

。

 

 
 

 

豊

介

、
つ

ば

を

飲

み

込

み

、G
L

A
Y

の

T
E

R
U

ば

り

に

両

手

を

広

げ

る

。

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

の

前

ま

で

来

る

。

 

 
 

 
豊

介

に

キ

ス

し

よ

う

と

す

る

元

子

。

 

元

子

「

い

や

臭

っ

！

」

 

 
 

 

と

、

や

っ

ぱ

り

や

め

る

。

 

豊

介

「

…
…

」

 

元

子

「

豚

骨

？

」

 

 
 

 

元

子

、

豊

介

を

嗅

ぐ

。

 

元

子

「

い

や

ち

ょ

臭

っ

！

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

元

子

「

…
…

」

 

豊

介

「

え

ー

」

 

元

子

「

…
…

」

 

豊

介

「

…
…

な

ん

だ

よ

」

 

元

子

「

こ

ん

な

所

で

キ

ス

す

る

な

っ

て

事

か

」

 

豊

介

「

へ

っ

、

そ

う

だ

な

」

 

 

○

元

子

の

実

家

・

前
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豊

介

、

茂

雄

に

頭

を

下

げ

る

。

 

 
 

 

元

子

と

豊

介

、

駅

ま

で

向

か

お

う

と

す

る

。

 

 
 

 

茂

雄

、

二

人

を

引

き

留

め

、

駐

車

場

に

向

か

う

。

 

 
 

 
文

代

、

笑

っ

て

い

る

。

 

 

○

道

路

 

 
 

 

茂

雄

の

運

転

す

る

車

が

走

っ

て

い

る

。

 

 

○

車

・

車

内

(

走

行

中

)
 

 
 

 

茂

雄

、

運

転

席

か

ら

話

し

か

け

る

。
 

茂

雄

「

新

居

が

決

ま

っ

た

ら

連

絡

し

な

さ

い

」
 

 
 

 

元

子

と

豊

介

、

後

部

座

席

か

ら

答

え

る

。

 

元

子

「

分

か

っ

た

」

 

豊

介

「

す

み

ま

せ

ん

、

送

っ

て

も

ら

っ

ち

ゃ

っ

て

」

 

茂

雄

「

正

月

か

盆

に

は

、

年

に

一

回

で

い

い

か

ら

顔

出

し

な

さ

い

」

 

豊

介

「

分

か

り

ま

し

た

」

 

茂

雄

「

次

は

相

対

性

理

論

じ

ゃ

な

く

、

量

子

論

を

教

え

て

や

る

」
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豊

介

「

…
…

量

子

論

？

」

 

元

子

「

気

に

し

な

い

で

」

 

 

○

函

館

駅

・

前

 

 
 

 
車

が

停

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

茂

雄

、

後

ろ

の

ド

ア

を

開

け

、

荷

物

を

降

ろ

そ

う

と

す

る

が

、

足

元

が

お

ぼ

つ

か

な

い

。

 

 
 

 

豊

介

、

代

わ

り

に

荷

物

を

降

ろ

す

。

 

豊

介

「

あ

、

す

み

ま

せ

ん

」

 

茂

雄

「

…
…

」

 

元

子

「

じ

ゃ

ー

私

達

行

く

ね

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

茂

雄

「

娘

を

、

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

 
 

 

と

、

頭

を

下

げ

る

茂

雄

。

 

 
 

 

豊

介

、

深

々

と

頭

を

下

げ

る

。

 

豊

介

「

…
…

は

い

」

 

 
 

 

元

子

と

豊

介

、

駅

構

内

へ

と

入

っ

て

行

く

。

 

 
 

 

茂

雄

、

車

に

乗

り

込

む

。

 

 

○

車

・

車

内

(

停

車

中

)
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茂

雄

、

サ

ン

バ

イ

ザ

ー

を

下

げ

る

。

 

 
 

 

写

真

が

一

枚

挟

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

写

真

を

手

に

取

る

茂

雄

。

 

 
 

 

函

館

公

園

こ

ど

も

の

く

に

の

観

覧

車

に

乗

っ

て

い

る

、

茂

雄

と

小

さ

い

頃

の

元

子

の

２

シ

ョ

ッ

ト

写

真

。

 

 

○

岩

本

宅

・

リ

ビ

ン

グ

 

 
 

 

豊

介

と

元

子

、

座

っ

て

い

る

。

 

 
 

 

昭

恵

、

お

は

ぎ

を

持

っ

て

や

っ

て

く

る

。

 

昭

恵

「

ど

う

ぞ

食

べ

て

」

 

元

子

「

わ

ー

美

味

し

そ

う

」

 

豊

介

「

え

作

っ

た

の

？

」

 

昭

恵

「

私

も

ま

だ

ま

だ

い

け

る

わ

」

 

元

子

「

い

た

だ

き

ま

ー

す

」

 

 
 

 

お

は

ぎ

を

頬

張

る

元

子

。

 

豊

介

「

俺

も

」

 

 
 

 

お

は

ぎ

を

頬

張

る

豊

介

。

 

昭

恵

「

ふ

ふ

っ

」

 

元

子

「

そ

う

だ

こ

の

後

、

観

覧

車

乗

り

に

行

か

な
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い

？

」

 

豊

介

「

面

倒

く

さ

い

か

ら

い

い

よ

」

 

元

子

「

え

な

ん

で

よ

、

行

こ

う

よ

。

お

母

さ

ん

も

一

緒

に

ど

う

で

す

か

？

」

 

昭

恵

「

こ

の

子

、

観

覧

車

乗

れ

な

い

わ

よ

」

 

 
 

 

少

し

の

間

。

 

元

子

「

え

？

」

 

豊

介

「

乗

れ

る

わ

」

 

昭

恵

「

嘘

お

っ

し

ゃ

い

」

 

豊

介

「

こ

な

い

だ

も

乗

っ

た

し

」

 

元

子

「

え

、

本

当

で

す

か

？

」

 

昭

恵

「

本

当

よ

、

小

さ

い

頃

『

こ

わ

い

こ

わ

い

』

っ

て

言

っ

て

乗

ら

な

か

っ

た

」

 

豊

介
「

す

ご

い

小

さ

い

時

の

話

で

し

ょ

、
や

め

て

よ

」 

昭

恵
「

二

十

歳

過

ぎ

て

か

ら

じ

ゃ

な

か

っ

た

か

し

ら

、

初

め

て

乗

っ

た

の

、

し

か

も

夜

ね

」

 

元

子

「

夜

？

」

 

昭

恵

「

昼

間

は

嫌

な

ん

じ

ゃ

な

い

？

下

が

見

え

る

か

ら

」

 

元

子

「

へ

ー

、

そ

う

な

の

？

」
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豊

介

「

ん

な

わ

け

な

い

じ

ゃ

ん

」

 

昭

恵

「

こ

ん

な

息

子

を

、

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

 

元

子

「

あ

い

え

、

こ

ち

ら

こ

そ

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

」
 

昭

恵

「

あ

、

そ

う

だ

、

お

茶

持

っ

て

来

な

き

ゃ

」

 

元

子

「

わ

た

し

が

」

 

昭

恵

「

い

い

か

ら

い

い

か

ら

、

座

っ

て

て

」

 

元

子

「

あ

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

 
 

 

昭

恵

、

台

所

に

向

か

う

。
 

元

子

「

な

ん

で

小

さ

い

頃

乗

っ

た

な

ん

て

嘘

つ

い

た

の

？

」

 

豊

介

「

嘘

じ

ゃ

ね

ー

し

」

 

元

子

「

だ

か

ら

大

き

く

感

じ

た

ん

じ

ゃ

な

い

？

観

覧

車

」

 

豊

介

「

…
…

」

 

元

子

「

別

に

ど

っ

ち

で

も

い

い

け

ど

ね

」

 

豊

介

「

そ

ん

な

こ

と

よ

り

、

あ

の

事

言

う

な

よ

な

」

 

元

子

「

ふ

ふ

っ

、

言

っ

て

も

分

か

ら

な

い

よ

、

二

人

だ

け

の

思

い

出

に

し

よ

」

 

豊

介

「

お

う

」

 



77 

 

元

子
「

岩

本

元

子

、
絶

対

生

徒

に

い

じ

ら

れ

る

な

ー

、

病

院

で

も

聞

き

返

さ

れ

て

、

電

話

で

も

も

う

一

度

お

名

前

よ

ろ

し

い

で

す

か

？

っ

て

聞

か

れ

る

な

ー

」
 

豊

介

「

う

ん

、

そ

う

だ

ね

」

 

元

子

「

め

ん

ど

く

せ

っ

」

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

《

了

》
  


